
1

「一八世紀」及び「一九世紀」における国際法観念（一）

「
一
八
世
紀
」
及
び
「
一
九
世
紀
」
に
お
け
る
国
際
法
観
念
（
一
）

︱
︱
「
勢
力
均
衡
」
を
題
材
と
し
て
︱
︱＊

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論
：
問
題
の
所
在

第
一
章　

若
干
の
予
備
的
考
察

　

第
一
節　
「
勢
力
均
衡
」
及
び
そ
の
関
連
用
語
の
定
義

　

第
二
節　

勢
力
均
衡
を
巡
る
国
際
法
学
の
現
状

　
　
（
１
）　

現
代
の
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　
　
（
２
）　

国
際
法
史
概
説
書
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　
　
（
３
）　

個
別
専
門
研
究
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

第
三
節　

前
史
：「
一
八
世
紀
」
以
前
の
勢
力
均
衡
を
巡
る
理
論
状
況

　
　
（
１
）　

勢
力
均
衡
の
起
源
と
同
時
代
の
理
論
状
況

　
　
（
２
）　
「
一
八
世
紀
」
以
前
の
「
勢
力
均
衡
」
を
巡
る
諸
理
論

（
以
上
、
本
号
）

第
二
章　
「
一
八
世
紀
」
以
前
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
け
る
勢
力

均
衡

　

第
一
節　
「
一
七
世
紀
」
以
前
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
け
る
勢

力
均
衡

　

第
二
節　
「
一
八
世
紀
」
の
「
国
際
法
」
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

第
三
章　
「
一
九
世
紀
」
の
国
際
法
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

第
一
節　
「
勢
力
均
衡
」
の
政
治
的
・
法
的
価
値
を
否
定
す
る
国
際
法

文
献

（
以
上
、
八
十
七
巻
七
号
）

　

第
二
節　
「
勢
力
均
衡
」
を
政
治
的
原
則
と
し
て
肯
定
す
る
国
際
法
文

献

　

第
三
節　
「
勢
力
均
衡
」
の
国
際
法
規
範
性
を
肯
定
す
る
国
際
法
文
献

　

第
四
節　
「
勢
力
均
衡
」
を
国
際
法
の
基
盤
と
み
な
す
国
際
法
文
献

結
論

（
以
上
、
八
十
七
巻
八
号
）
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序
論
：
問
題
の
所
在

　

本
稿
は
、
一
八
世
紀
及
び
一
九
世
紀
の
国
際
法
文
献
（
主
と
し
て
概
説
書（

（
（

）
に
お
い
て
「
勢
力
均
衡
」
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
当
時
の
「
国
際
法
」
観
念
の
特
色
の
一
端
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
存
在
し
て
い
る
。

　

国
際
法
学
の
観
点
か
ら
見
る
限
り
、「
勢
力
均
衡
」
は
「
奇
妙
な
」
観
念
と
感
じ
ら
れ
る
。
政
治
学
的
観
点
か
ら
は
当
然
の
よ
う

に
政
治
的
観
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
勢
力
均
衡（（
（

は
、（
本
稿
第
一
章
第
二
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
）
現
在
の
国
際
法
学
に
お

い
て
も
政
策
（
政
治
）
の
問
題
で
あ
っ
て
、
法
規
範
の
問
題
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。「
勢
力
均
衡
維
持
義
務
」
や
そ
れ
に
対
応
す
る

権
利
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
勢
力
均
衡
を
或
る
種
の
権
原
と
し
て
何
ら
か
の
権
利
（
例
え
ば
、「
干
渉
権
」）
が
発
生
す
る
こ
と
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
国
際
法
学
の
体
系
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
際
法
概
説
書
に
お
い
て
勢
力
均
衡
を
論
ず
る
必
要
は
殆
ど
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
法
実
証
主
義
的
国
際
法
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
そ
の
必
要
性
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う（（
（

。

と
こ
ろ
が
、
た
と
え
「
歴
史
的
遺
物
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
が
多
い
に
し
ろ
、
現
在
の
多
数
の
国
際
法
概
説
書
に
お
い
て
勢
力
均

衡
は
論
述
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
本
来
政
治
的
観
念
と
さ
れ
て
い
る
事
柄
が
、
何
故
に
国
際
法
概
説
書
の
内
容
と
し
て
取
入
れ
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
代
国
際
法
学
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
勢
力
均
衡
」
に
関
す
る
記
述
は
一
体
何
に
由
来
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
一
定
の
解
答
を
得
る
た
め
に
、
一
八
・
一
九
世
紀
の
国
際
法
関
連
文
献
に
お
い
て
勢
力
均
衡

が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
検
証
は
ま
た
、
一
八
・
一
九
世
紀

の
「
国
際
法
」
研
究
者
が
抱
懐
し
た
「
国
際
法
」
観
念
の
特
質
の
一
端
を
示
す
こ
と
に
も
通
ず
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

尚
、
本
稿
の
論
述
に
関
し
て
留
意
さ
れ
る
べ
き
二
点
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
は
、
本
稿
に
お
け
る
時
代
区
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
章
・
節
の
表
題
に
お
い
て
「
一
八
世
紀
」・「
一
九
世
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紀
」
と
鉤
括
弧
付
で
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
は
、
そ
こ
に
通
常
の
時
間
的
観
念
と
は
異
な
る
期
間
が
意
味
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
即
ち
、「
一
八
世
紀
」
と
は
一
七
一
三
年
か
ら
一
八
一
四
年
ま
で
を
、「
一
九
世
紀
」
と
は
一
八
一
五
年
か
ら
一
九
一
八
年

ま
で
を
、
各
々
意
味
し
て
い
る
。（
し
た
が
っ
て
、「
一
七
世
紀
以
前
」
と
は
一
七
一
二
年
以
前
を
指
す
こ
と
に
な
る
。）
そ
の
理
由
は
、
勢

力
均
衡
観
念
が
重
要
な
影
響
を
受
け
た
と
判
断
さ
れ
る
条
約
で
あ
る
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
（
そ
れ
に
含
ま
れ
る
諸
条
約
の
中
で
主
要
な
も

の
は
一
七
一
三
年
に
締
結
さ
れ
て
い
る
。）・
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
最
終
議
定
書
（
一
八
一
五
年
）・
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
（
一
九
一
九
年
）
を

基
準
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
本
文
中
に
お
い
て
は
、
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
る
こ
と
な
く
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特
に
言

及
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
各
世
紀
は
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

他
は
、
本
稿
の
論
述
対
象
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
稿
は
、
飽
く
迄
も
「
一
九
世
紀
」
以
前
の
国
際
法
学
に
お
け
る
勢
力
均
衡
の
扱

い
方
を
巡
る
事
実
の
記
述
を
中
心
と
し
て
お
り
、
何
れ
の
扱
い
方
（
そ
し
て
、
そ
こ
に
存
在
す
る
論
理
）
が
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
の
吟
味
を
行
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
第
一
章
に
お
い
て
は
「
予
備
的
考
察
」
と
し
て
、「
勢
力
均
衡
」
観
念
と
そ
れ
を
巡
る
幾
つ
か
の
観
念
、
現
在
の
国
際
法

文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡
の
位
置
付
け
、
更
に
、「
一
八
世
紀
」
以
前
の
勢
力
均
衡
を
巡
る
理
論
状
況
が
確
認
さ
れ
、
第
二
章
及
び

第
三
章
に
お
い
て
、「
一
八
世
紀
」
及
び
「
一
九
世
紀
」
の
国
際
法
関
連
文
献
に
お
け
る
勢
力
均
衡
を
巡
る
議
論
が
紹
介
・
検
討
さ

れ
る
。

第
一
章　

若
干
の
予
備
的
考
察

　
第
一
節
　「
勢
力
均
衡
」
及
び
そ
の
関
連
用
語
の
定
義

　

先
ず
、
勢
力
均
衡
を
扱
っ
た
先
行
研
究
に
お
け
る
「
勢
力
均
衡
」
の
定
義
乃
至
は
観
念
に
つ
い
て
、
国
際
法
学
の
隣
接
分
野
を
含



4

法学研究 87 巻 6 号（2014：6）

め
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

国
際
法
研
究
に
と
っ
て
の
重
要
な
関
連
分
野
で
あ
る
国
際
政
治
学
や
国
際
関
係
学
に
お
い
て
、「
勢
力
均
衡
」
は
次
の
よ
う
に
定

義
乃
至
は
観
念
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ハ
ー
ス
（Ernst B. H

aas

）
は
、
多
様
な
「
勢
力
均
衡
」
の
意
味
内
容
を
、
国
際
社
会
に

お
け
る
政
治
的
権
力
の
分
配
状
況
の
「
単
な
る
事
実
の
記
述
」
と
外
交
政
策
決
定
の
指
針
と
し
て
機
能
す
る
「
理
論
的
原
則
」
の
二

つ
に
分
類
す
る（（
（

。
ま
た
、
ク
ロ
ー
ド
（Inis L. Claude

）
は
、「
勢
力
均
衡
」
が
一
見
自
明
の
言
葉
と
し
て
各
論
者
に
お
い
て
使
用

さ
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
多
様
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
分
類
を
行
っ

て
い
る
。
即
ち
、「
状
態
と
し
て
の
勢
力
均
衡
」（
現
実
に
諸
国
家
（
又
は
国
家
群
）
間
の
力
関
係
が
均
衡
し
て
い
る
状
態
の
記
述
）・「
政

策
と
し
て
の
勢
力
均
衡
」（
均
衡
の
創
設
又
は
維
持
を
促
進
す
る
政
策
）・「
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
勢
力
均
衡
」（
多
数
の
国
家
か
ら
構
成
さ

れ
る
世
界
に
お
け
る
国
際
関
係
の
運
用
の
た
め
の
或
る
種
の
規
範
（arrangem

ent

）
や
仕
組
み
）・「
象
徴
と
し
て
の
勢
力
均
衡
」（
国
際

関
係
に
お
け
る
「
力
」
の
問
題
に
つ
い
て
の
現
実
的
且
つ
賢
明
な
関
心
の
象
徴
で
あ
り
、
通
常
否
定
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
る
も
の
）
で
あ

る
（
（
（

。
更
に
、
主
権
国
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
国
際
社
会
に
お
け
る
勢
力
均
衡
政
策
を
現
実
主
義
的
観
点
か
ら
重
要
視
し
た
モ
ー
ゲ
ン

ソ
ー
（H

ans J. M
orgenthau

）
は
、「
勢
力
均
衡
」
を
「
一
定
の
事
態
に
向
け
ら
れ
た
政
策
」・「
現
実
の
事
態
」・「
勢
力
の
概
ね
平

等
な
配
分
」・「
勢
力
の
何
ら
か
の
配
分
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
使
用
し
て
い
る（（
（

。
以
上
の
他
に
も
、「
勢
力
均
衡
」
観
念
の
分

類
基
準
は
存
在
す
る（（
（

。
ま
た
、
地
理
的
基
準
を
考
慮
す
れ
ば
、「
勢
力
均
衡
」
は
欧
州
地
域
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ

る
が
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（（
（

。
極
論
す
る
な
ら
ば
、「
そ
れ
［
即
ち
、「
勢
力
均
衡
」
と
い
う
言
葉
］
は

異
な
る
人
々
に
よ
っ
て
異
な
る
意
味
で
使
用
さ
れ
る
、
或
い
は
、
同
一
の
人
々
に
よ
り
異
な
る
機
会
に
異
な
る
意
味
で
使
用
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
同
一
人
物
に
よ
り
同
一
の
機
会
に
も
異
な
る
意
味
で
使
用
さ
れ
る（（
（

」
と
ま
で
言
い
得
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
際
政
治
学
や
国
際
関
係
学
の
研
究
者
は
各
々
の
立
場
に
従
っ
て
、
各
様
の
「
勢
力
均
衡
」
の
定
義
を
提
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
お
い
て
は
（
そ
れ
ら
の
専
門
分
野
の
特
性
を
勘
案
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
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う
が
）
法
的
観
点
か
ら
の
評
価
が
殆
ど
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
的
観
点
を
も
含
め
て
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
る
本
稿

に
お
い
て
そ
れ
ら
の
定
義
や
分
類
を
援
用
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
「
勢
力
均
衡
」
及

び
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
観
念
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

　

先
ず
、「
勢
力
均
衡
」
は
、「
近
代
主
権
国
家
間
又
は
国
家
集
団
間
に
お
い
て
（
軍
事
力
・
経
済
力
を
中
心
と
す
る
）
国
力
が
均
衡
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
何
れ
の
一
国
又
は
一
国
家
集
団
も
他
に
対
し
て
支
配
的
地
位
を
確
立
し
得
な
い
状
態
」
と
定
義
さ
れ
る
。（
こ

れ
は
、
前
述
の
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
分
類
中
の
「
状
態
と
し
て
の
勢
力
均
衡
」
に
該
当
す
る
。）
そ
し
て
、「
勢
力
均
衡
」
を
樹
立
、
維
持
又

は
回
復
す
る
こ
と
が
、
各
国
家
の
政
策
決
定
の
際
の
指
針
と
し
て
政
策
決
定
者
に
共
通
に
意
識
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
「
勢
力
均
衡

原
則
」
と
す
る
。（
こ
れ
は
前
述
の
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
分
類
中
の
「
政
策
と
し
て
の
勢
力
均
衡
」
に
類
似
す
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
定
義
で
は

政
策
決
定
者
の
共
通
認
識
と
い
う
側
面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。）
更
に
、
こ
の
よ
う
な
政
策
決
定
を
行
う
こ
と
に
何
ら
か
の
法
的
意
義
が

付
与
さ
れ
る
場
合
（
法
的
義
務
を
伴
う
も
の
で
あ
る
、
或
い
は
そ
う
す
る
こ
と
が
法
的
権
利
の
行
使
と
し
て
許
さ
れ
る
と
諸
国
家
（
政
策
決

定
者
）
間
で
認
識
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
は
、
そ
こ
に
「
勢
力
均
衡
規
範
」
が
存
在
す
る
も
の
と
す
る（（（
（

。
そ
し
て
、「
勢
力
均
衡
」
を

維
持
し
、
そ
れ
が
失
わ
れ
た
場
合
に
回
復
す
る
よ
う
な
原
則
や
規
範
が
存
在
す
る
よ
う
な
比
較
的
安
定
し
た
国
家
間
関
係
を
「
勢
力

均
衡
体
制
」
と
す
る（（（
（

。（
但
し
、
本
稿
に
お
け
る
引
用
文
献
中
で
「
原
則
」（
“principle

”や
各
言
語
の
中
で
そ
れ
に
対
応
す
る
語
）
や
「
体

制
」（
“system

”や
各
言
語
の
中
で
そ
れ
に
対
応
す
る
語
）
と
い
っ
た
用
語
が
登
場
す
る
場
合
に
は
、
各
論
者
に
よ
り
付
与
さ
れ
て
い
る
そ
れ

ら
の
用
語
の
意
味
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
「
原
則
」
や
「
体
制
」
と
訳
出
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
。）

　

以
上
の
よ
う
な
定
義
を
行
う
こ
と
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
事
情
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
、
後
に
（
第
二
・
三
章
に
お

い
て
）
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
さ
れ
る
著
作
に
お
い
て
は
、「
勢
力
均
衡
」
と
の
み
言
及
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
政
治
的
原
則
と
し
て
の
地
位
や
法
規
範
性
を
認
め
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
事
情
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
政
治
学
関
連
文
献
の
み
な
ら
ず
、
国
際
法
関
連
文
献
に
お
い
て
も
、「
勢
力
均
衡
」
観
念
の
精
確
な
意
味
内
容
が
確
定
さ
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れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
献
の
記
述
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
以

上
の
よ
う
な
観
念
の
整
理
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。
他
は
、「
勢
力
均
衡
の
法
規
範
性
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
こ
か
ら

更
に
、「
干
渉
権
」
の
如
き
権
利
（
規
範
）
が
派
生
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
こ
の
「
派
生
的
権
利
」
と
「
勢
力
均

衡
」
自
体
の
法
規
範
性
を
区
別
す
る
た
め
に
、
以
上
の
よ
う
な
定
義
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　
第
二
節
　
勢
力
均
衡
を
巡
る
国
際
法
学
の
現
状

　
（
１
）　

現
代
の
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

現
代
の
国
際
法
概
説
書
の
中
で
「
勢
力
均
衡
」
が
触
れ
ら
れ
る
箇
所
は
、「
総
論
」
に
お
け
る
「
国
際
法
の
歴
史
」
に
該
当
す
る

部
分
と
「
安
全
保
障
」
に
関
す
る
章
で
あ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。「
国
際
法
の
歴
史
」
に
関
す
る
部
分
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ

ア
条
約
（
一
六
四
八
年
）
又
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
（
一
七
一
三
／
一
五
年
）
以
降
の
欧
州
国
家
間
関
係
に
お
け
る
外
交
上
の
原
則
と
し

て
勢
力
均
衡
は
描
か
れ
る
。
ま
た
、「
安
全
保
障
」
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
外
交
の
原
則（（（
（

と
し
て
勢
力
均
衡
が
と

り
わ
け
一
九
世
紀
に
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
が
、
や
が
て
そ
の
限
界
が
露
わ
と
な
り
、
第
一
次
大
戦
を
経
て
国
際
的
安
全
保
障
シ

ス
テ
ム
の
原
理
と
し
て
の
地
位
を
「
集
団
安
全
保
障
」
に
譲
る
と
い
う
図
式
が
描
か
れ
て
い
る（（（
（

。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
も
は
や
勢

力
均
衡
が
重
要
な
国
際
法
上
の
論
点
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い（（（
（

。
ま
た
、
何
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
勢
力
均
衡
の
問
題
は
政
治

的
観
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　
（
２
）　

国
際
法
史
概
説
書
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　
「
勢
力
均
衡
」
が
政
治
的
原
則
と
し
て
記
述
さ
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
現
代
の
国
際
法
概
説
書
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

国
際
法
史
概
説
書
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ヌ
ス
バ
オ
ム
（A

rthur N
ussbaum

）
の
『
国
際
法
要
史
』
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で
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
勢
力
均
衡
は
、
現
状
（status quo

）
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
高
度
な
外
交
上
の
原
則
を
構
成
し
た
。
…
…
［
中
略
］
…
…
勢
力
均
衡

は
、
正
戦
観
念
（
勢
力
均
衡
維
持
の
た
め
の
戦
争
は
『
正
当
』
か
？
）
を
通
じ
て
国
際
法
に
、
或
い
は
根
拠
が
曖
昧
な
合
法
的
干
渉
（
斯
か

る
目
的
の
た
め
の
干
渉
は
合
法
か
？
）
に
関
連
し
得
る
で
あ
ろ
う
。［
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
］
当
時
の
学
者
達
は
時
に
は
前
者
の
問
題
に
触
れ

た
。
後
の
時
代
に
お
い
て
法
的
な
扱
い
を
行
う
た
め
に
説
得
力
の
な
い
試
み
が
行
わ
れ
は
し
た
が
、
実
際
に
は
、
勢
力
均
衡
の
観
念
は
法
的

観
念
で
は
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。」

　

ヌ
ス
バ
オ
ム
と
同
様
に
、
ツ
ィ
ー
ク
ラ
ー
（K

arl-H
einz Ziegler

）
も
『
国
際
法
史
』
に
お
い
て
勢
力
均
衡
に
簡
単
に
触
れ
る
の

み
で
あ
り
、
一
五
○
○
年
か
ら
一
六
四
八
年
の
間
に
欧
州
の
勢
力
均
衡
思
想
が
生
じ
て
い
る
旨
を
指
摘
し
た（（（
（

後
に
、「
フ
ラ
ン
ス
の

時
代
（
一
六
四
八
︱
一
八
一
五
年
）」
に
関
す
る
記
述
中
の
一
節
に
お
い
て
、
勢
力
均
衡
観
念
は
こ
の
時
代
の
「
欧
州
国
際
社
会
の
政

治
的
原
則
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、
ト
ゥ
ル
ヨ
ル
＝
イ
＝
セ
ラ
（A

ntonio T
ruyol y Serra

）
の
『
国
際
公
法
史
』
に
お

い
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
か
ら
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
ま
で
の
時
期
の
記
述
の
中
で
、「
勢
力
均
衡
原
則
」
が
諸
国
家
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
社
会
の
「
秩
序
の
原
則
」（un principe dʼordre
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
更
に
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
や
勢
力
均
衡
原
則
の

実
施
が
王
朝
間
の
連
帯
（les solidarités dynastiques

）
に
よ
り
容
易
に
さ
れ
た
こ
と
等
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
秩
序
の

原
則
」
と
い
う
観
念
は
法
的
と
い
う
よ
り
も
政
治
的
な
観
念
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る（（（
（

。

　

以
上
の
諸
著
作
に
比
較
し
て
「
勢
力
均
衡
」
に
関
す
る
記
述
が
多
数
見
出
さ
れ
る
も
の
が
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
（W

ilhelm
 G. Grew

e

）

が
著
し
た
国
際
法
史
概
説
書
で
あ
る
。
同
書
に
お
い
て
は
、「
序
論
」
に
該
当
す
る
部
分
で
、「
国
家
系
（Staatensystem

）
の
規
制

原
則
と
し
て
の
政
治
的
勢
力
均
衡
」
と
い
う
一
節
が
設
け
ら
れ（（（
（

、
ま
た
「
フ
ラ
ン
ス
の
時
代
」
に
お
い
て
「
欧
州
勢
力
均
衡
体
制
の

拡
張
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
も
勢
力
均
衡
を
政
治
的
原
則
と
し
て
理
解
し
た
上
で
の
議
論
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が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
ゴ
リ
エ
（D

om
inique Gaurier

）
の
『
国
際
法
史
』
で
は
、「『
列
強
間
の
勢
力
均
衡
』
原

則
の
先
駆
者
」
に
関
す
る
記
述
も
含
め
て
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
著
作
に
お
け
る
よ
り
も
詳
細
に
「
勢
力
均
衡
」
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
、
同
原
則
が
「
基
本
的
に
欧
州
政
治
の
中
心
に
留
ま
っ
た
」
と
い
う
評
価
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ゴ
リ
エ
も

「
勢
力
均
衡
」
を
政
治
的
観
念
と
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
国
際
法
史
概
説
書
に
お
い
て
も
、
各
々
の
記
述
の
内
容
及
び
紙
幅
に
は
相
異
が
あ
る
も
の
の
、
勢
力
均
衡
は
政

治
的
原
則
（
乃
至
は
原
則
に
ま
で
至
ら
な
い
政
治
的
観
念
）
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。（
尚
、
オ
ラ
ン
ダ
の
複
数
の
歴
史
研
究

者
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
『
国
際
法
史
概
説
』
に
お
い
て
は
、「
勢
力
均
衡
」（het evenw

icht

）
に
つ
い
て
の
実
質
的
説
明
は
見
出
さ
れ
得
な

い
（
（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
フ
ォ
カ
レ
ッ
リ
（Carlo Focarelli

）
の
『
国
際
法
史
講
義
』
に
も
妥
当
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。）

　
（
３
）　

個
別
専
門
研
究
に
お
け
る
勢
力
均
衡

　

次
に
、「
勢
力
均
衡
」
を
主
題
と
し
て
扱
っ
た
先
行
研
究
に
お
け
る
そ
の
扱
い
方
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
よ
う

な
先
行
研
究
に
関
し
て
、
先
ず
、
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
国
際
政
治
学
や
国
際
関
係
学
の
分
野
で

は
、
近
年
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
勢
力
均
衡
に
対
す
る
学
問
的
興
味
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る（（（
（

。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
中
で
、
国
際
法
学
に
一
定
程
度
の
関
係
を
有
す
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
も
の
も
存
在
し
て
い
る（（（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
国
際
法
学
の
観
点
か
ら
勢
力
均
衡
を
論
じ
た
専
門
的
著
作
は
少
数
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
著
作
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
の
大
半
を
歴
史
的
事
実
の
記
述
が
占
め
、
む
し
ろ
外
交
史
研
究
と
し
て
の
性
格
を
強
く
帯
び
る
も
の
と
な
っ

て
い
る（（（
（

。
結
果
的
に
、
国
際
法
学
と
勢
力
均
衡
を
密
接
に
関
連
さ
せ
た
内
容
を
有
す
る
文
献
は
殆
ど
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
国
際
法
学
説
史
上
の
問
題
と
し
て
の
勢
力
均
衡
が
意
識
さ
れ
た
先
行
研
究
と
し
て
最
重
要
と
考
え
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ら
れ
る
も
の
が
一
九
七
○
年
代
末
に
発
表
さ
れ
た
二
人
の
フ
ァ
ー
ク
ツ
（A

lfred V
agts

及
びD

etlev F. V
agts

）
に
よ
る
論
文
（
以

下
「
フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
」
と
す
る
。）
で
あ
る（（（
（

。
以
下
で
は
、
同
論
文
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
上
で
、
内
容
上
の
問
題
点
を
指
摘

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

こ
の
論
文
は
次
の
よ
う
な
時
代
区
分
を
前
提
と
し
て
い
る
。
即
ち
、「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
」・「
絶
対
主
義
下
で
の
勢

力
均
衡
の
時
代
（
一
六
四
八
︱
一
七
八
九
年
）」・「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
反
動
（
一
七
八
九
―
一
八
三
○
年
）」・「
大
衆
国
家
主
義

（popular nationalism
）
の
時
代
（
一
八
四
八
―
一
九
一
四
年
）」（

（（
（

・「
勢
力
均
衡
の
消
滅 

（
一
九
一
四
年
以
降
）」
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
英
・
独
・
仏
・
露
・
伊
・
米
（
ラ
米
を
含
む
。）
の
国
際
法
学
者
の
学
説
の
紹
介
の
後
に
、
幾
つ
か
の
結
論
が
導
か
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
、「
大
衆
国
家
主
義
の
時
代
」
が
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
結
論
部
分
で
は
「
特
に
、
一
九
世
紀
に

お
い
て
国
家
主
義
的
影
響
（nationalist influences

）
は
極
め
て
明
白
と
な
る
」
と
さ
れ
、「
自
己
の
国
家
（nation

）
の
見
通
し

（perspective

）
か
ら
自
由
で
あ
り
得
る
国
際
法
学
者
は
殆
ど
い
な
い（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
同
論
文
で
取
上

げ
ら
れ
て
い
る
一
八
・
一
九
世
紀
の
文
献
は
広
範
で
あ
り
、
本
稿
で
考
察
対
象
と
さ
れ
る
も
の
と
重
複
す
る
も
の
が
多
い
。

　

フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
は
確
か
に
示
唆
に
富
み
、
ま
た
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
の
多
い
論
考
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
問

題
点
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。

　

フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
の
問
題
点
と
し
て
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
こ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
「
時
代
区
分
」

（periodization

）
に
関
連
す
る
。
或
る
観
念
に
つ
い
て
の
通
史
的
記
述
を
試
み
る
場
合
に
、
時
代
区
分
は
常
に
大
き
な
問
題
と
な
る
。

事
実
の
羅
列
の
み
に
よ
っ
て
「
歴
史
」
が
語
ら
れ
る
と
考
え
る
場
合
を
除
け
ば
、
時
代
区
分
は
対
象
と
な
る
観
念
に
対
す
る
評
価
を

一
定
程
度
含
む
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
区
分
の
仕
方
が
余
り
に
恣
意
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
自
体
が
歴
史
記
述
と
し
て

の
問
題
性
を
孕
む
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

通
史
的
記
述
を
試
み
る
論
考
と
し
て
の
フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
に
登
場
す
る
先
述
の
時
代
区
分
に
お
い
て
一
八
三
○
年
か
ら
一
八
四
八
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年
の
間
が
欠
落
し
て
い
る
点
が
、
読
者
の
目
に
は
奇
異
に
映
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
こ
に
の
み
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。

　

フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
に
お
け
る
引
用
文
献
（
つ
ま
り
は
、
同
論
文
の
中
核
部
分
）
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
八
四
○

年
代
ま
で
の
文
献
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
実
際
に
、
同
論
文
に
お
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
反
動
（
一
七
八
九
―

一
八
三
○
年
）」
に
関
す
る
記
述
は
希
薄
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ゲ
ン
ツ
（F. von Gents

）
の
一
八
○
六
年
公
刊
の
著
作 

（Fragm
ente aus der neuesten G

eschichte des politischen G
leichgew

ichts in E
uropa

）、
ガ
ー
ゲ
ル
ン
（H

. Gagern

）
の
一
八

四
○
年
公
刊
の
著
作
（Critik des V

ölkerrechts

）、
ロ
ッ
テ
ッ
ク
（K

. Rotteck

）
の
著
作
（A

llgem
eine G

eschichte vom
 A

nfang 

der historischen K
enntniss bis auf unsere Zeiten

）
の
第
一
四
版
（
一
八
四
○
年
公
刊
）、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
（H

. B. O
ppenheim

）

の
一
八
四
五
年
公
刊
の
著
作
（System

 des V
ölkerrechts

）、
カ
ル
テ
ン
ボ
ル
ン
（C. B. K

altenborn von Stachau

）
の
一
八
四
七

年
公
刊
の
著
作
（K

ritik des V
ölkerrechts nach dem

 jetzigen Standpunkt der W
issenschaft

）
及
び
ク
リ
ュ
ー
バ
ー
（J. L. 

K
lüber

）
の
著
作
（D

roit des gens m
oderne de lʼE

urope

）
の
仏
語
第
二
版
（
一
八
七
四
年
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
厳
密
に

言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
中
で
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
三
○
年
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
実
際
に
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ゲ
ン
ツ
の
著
作

の
み
で
あ
る（（（
（

。（
ロ
ッ
テ
ッ
ク
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
版
以
前
に
上
梓
さ
れ
た
版
（
例
え
ば
第
七
版
（7. A

ufl., Freiburg im
 

Breisgau, 1830

））
は
こ
の
時
代
区
分
に
該
当
し
よ
う
が
、
こ
の
著
作
は
政
治
学
や
国
際
法
学
の
歴
史
研
究
書
と
い
う
よ
り
も
、
一
般
史
を
扱

う
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）
つ
ま
り
、
時
代
区
分
と
考
察
対
象
と
し
た
文
献
の
公
刊
年
が
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
区
分
を
巡
る
問
題
点
は
、
同
論
文
の
最
重
要
論
点
の
根
拠
と
な
る
「
大
衆
国
家
主
義
の
時
代
（
一
八
四

八
―
一
九
一
四
年
）」
と
い
う
時
代
設
定
の
妥
当
性
に
も
読
者
の
疑
い
の
眼
差
し
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
フ
ァ
ー
ク
ツ
論
文
に
お
い
て
国
籍
（
乃
至
は
何
ら
か
の
国
家
へ
の
帰
属
関
係
）
を
基
準
に
諸
学
者
を
区
分

し
て
い
る
の
は
、「
大
衆
国
家
主
義
の
時
代
」
の
章
だ
け
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
述
し
た
結
論
を
導
出
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
時
代
を
設
定
す
る
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
以
下
に
見
ら
れ
る
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よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
基
準
に
従
っ
て
各
学
説
を
截
然
と
類
別
し
よ
う
と
す
る
と
、
例
外
が
か
な
り
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の

論
文
の
重
要
な
結
論
部
分
の
一
つ
は
支
持
さ
れ
難
い
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。（
勿
論
、
同
論
文
に
お
い
て
は
、
自
己
の
国
家
の
見
通

し
か
ら
自
由
で
あ
り
得
る
国
際
法
学
者
が
「
殆
ど
い
な
い
」（few

）
と
さ
れ
て
お
り
、
絶
対
的
に
例
外
を
認
め
な
い
と
い
う
わ
け
で
な
い
よ

う
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
例
外
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
。）
ま
た
、
各
論
者
が
自
己
の
生
活
環
境
（
と
り
わ
け
、
教
育
環
境
）
か
ら

大
き
な
影
響
を
受
け
、
そ
れ
が
各
論
考
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
し
か
し
、
自
ら
が
帰
属
す

る
国
家
が
如
何
な
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
か
、
或
い
は
、
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
学
術
的
作
業
に
お
い
て
そ
れ

を
考
慮
す
る
か
し
な
い
か
、
更
に
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
と
い
う
問
題
は
別
個
の
も
の
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。（
一
般
的
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
は
各
人
の
思
想
的
態
度
の
問
題
に
影
響
さ
れ
る
の
で
あ
る
。）

　

一
九
世
紀
に
お
い
て
は
大
学
教
育
が
依
然
と
し
て
社
会
上
層
階
級
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
ま
た
特
に
、
法
学
教

育
は
国
家
統
治
と
密
接
に
関
連
し
て
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
一
般
に
法
学
者
が
保
守
的
で
あ
り
、
国
家
（
或

い
は
為
政
者
）
に
従
順
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
概
説
書
を
著
す
機
会
が
与
え
ら
れ
た
ほ
ど

の
学
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
す
ま
す
そ
の
よ
う
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
フ
ァ
ー
ク

ツ
論
文
の
指
摘
は
当
然
の
事
柄
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る（（（
（

。（
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
基
準
か
ら
離
れ

て
、
当
該
文
献
が
勢
力
均
衡
を
ど
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
も
の
と
評
価
し
た
か
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。）

　

第
三
節
　
前
史
：「
一
八
世
紀
」
以
前
の
勢
力
均
衡
を
巡
る
理
論
状
況

　
（
１
）　

勢
力
均
衡
の
起
源
と
同
時
代
の
理
論
状
況

　
「
勢
力
均
衡
」
の
観
念
は
何
時
登
場
し
、
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
勢
力
均
衡
に
関
す
る
歴
史
の
叙
述
に
お

い
て
は
、
し
ば
し
ば
古
代
か
ら
の
事
例
が
引
用
さ
れ
る（（（
（

。（
近
代
国
際
法
観
念
と
勢
力
均
衡
観
念
の
関
係
の
解
明
を
目
的
と
す
る
本
稿
に
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お
い
て
は
、
古
代
の
政
治
体
間
に
も
存
在
し
た
と
さ
れ
る
勢
力
均
衡
観
念
は
考
察
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る（

（（
（

。）
ま
た
、
近
代
的
な
制
度
と
し

て
の
勢
力
均
衡
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
半
島
内
の
「
国
際
関
係
」
に
勢
力
均
衡
の
淵
源

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い（（（
（

。
更
に
、
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
い
て
勢
力
均
衡
の
観
念
が
見
出
さ
れ
る
と
す

る
見
解
も
数
多
く
提
起
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
以
上
に
加
え
て
、（
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
を
全
く
無
視
す
る
の
で
は
な
い
が
）
対
仏
（
ル
イ

一
四
世
）
闘
争
期
（
或
い
は
そ
の
結
果
と
し
て
の
一
七
一
三
／
一
五
年
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
）
を
重
視
す
る
説
も
提
示
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

国
際
法
史
研
究
に
お
い
て
も
、
近
代
国
際
法
の
初
期
の
発
展
へ
の
寄
与
と
い
う
点
で
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
を
高
く
評
価
し
、

そ
の
中
で
「
勢
力
均
衡
」
理
論
が
こ
の
時
期
に
発
生
し
た
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ

ア
条
約
か
ら
近
代
的
な
勢
力
均
衡
が
始
ま
る
と
す
る
見
解
も
根
強
い（（（
（

。
更
に
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
諸
条
約
に
お
い
て
欧
州
の
勢
力
均
衡
体

制
が
始
ま
る
と
す
る
見
解
も
あ
る（（（
（

。（
こ
れ
ら
二
つ
の
見
解
は
特
定
の
条
約
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
条
約
作
成
時
に
特
定
の
観
念
が
当
事

者
に
突
如
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。
実
際
に
は
、
勢
力
均
衡
の
観
念
の
為
政
者
間
で
の
共
有
や
そ
れ
を
或
る
程
度

具
現
化
し
た
実
行
が
存
在
し
た
と
す
る
理
解
が
最
も
事
実
に
近
い
で
あ
ろ
う
。）

　

こ
の
よ
う
に
近
代
的
な
勢
力
均
衡
観
念
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
異
な
る
見
解
が
提
示
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
各
々
の
見

解
が
相
異
な
る
歴
史
的
事
実
や
論
理
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
存
在
す
る
。

　

先
ず
、
一
五
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
地
方
の
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
そ
の
当
時
、
主
要
な
五

（
都
市
）
国
家
（
ミ
ラ
ノ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ロ
ー
マ
（
教
皇
領
）・
ナ
ポ
リ
）
間
で
、
イ
タ
リ
ア
全
体
が
そ
れ
ら
の
う
ち

の
一
つ
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
一
定
の
自
己
完
結
的
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
解
釈
が
あ
り
、
こ
れ

が
勢
力
均
衡
状
態
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。
し
か
し
、
全
欧
州
規
模
の
体
制
と
し
て
の
勢
力
均
衡
を
構
想
す
る
者
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
は
支
持
し
難
い
見
解
で
あ
る（（（
（

。

　

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
全
欧
的
な
勢
力
均
衡
体
制
の
起
源
を
見
る
者
は
、
次
の
よ
う
な
論
理
を
支
持
す
る
。
即
ち
、
ウ
ェ
ス
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ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
含
ま
れ
る
同
条
約
の
「
擁
護
義
務
」
が
こ
の
講
和
条
約
の
全
て
の
関
係
者
に
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
そ
れ
は
最

終
的
に
武
力
の
共
同
行
使
に
よ
り
擁
護
す
る
こ
と
を
も
認
め
て
い
る
。）
と
同
条
約
に
よ
り
帝
国
等
族
に
「
同
盟
権
」
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
帝
国
等
族
を
含
む
欧
州
諸
国
が
同
盟
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
勢
力
均
衡
の
維
持
が
可
能
と
な
っ
た
と

す
る
の
で
あ
る
。（
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
支
持
す
る
論
理
に
は
、
全
欧
州
規
模
の
体
制
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、
条
約
に
よ
っ
て
基
礎
付

け
ら
れ
て
い
る
点
を
重
視
す
る
と
い
う
思
考
が
内
在
し
て
い
る（

（（
（

。）

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
七
一
三
／
一
五
年
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
諸
条
約
に
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
し
て
い
る
。
先
ず
、
英
仏
間
平
和

友
好
条
約
（
一
七
一
三
年
四
月
一
一
日
）
の
第
六
条
で
は
、「
フ
ラ
ン
ス
王
冠
と
ス
ペ
イ
ン
王
冠
は
分
離
さ
れ
、
結
合
さ
れ
な
い
状
態

に
留
ま
る
こ
と
が
明
瞭
に
定
め
ら
れ
た（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
英
・
西
間
平
和
友
好
条
約
（
一
七
一
三
年
七
月
一
三
日
）
の
第

二
条
で
「
公
正
な
勢
力
均
衡
に
よ
り
（justo Potentiae A

equilibrio

）
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
平
和
と
平
穏
を
確
保
し
、
堅
固
な
る
も

の
と
す
る
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
る
［
ス
ペ
イ
ン
］
国
王
と
極
め
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
る
［
フ
ラ
ン
ス
］
国
王
は
、
ス
ペ
イ
ン
王

国
と
フ
ラ
ン
ス
王
国
が
同
一
の
支
配
権
の
下
に
置
か
れ
、
結
合
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
し
て
一
人
の
人
物
が
両
王
国
の
国
王

と
な
ら
な
い
よ
う
、
充
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た（（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

条
約
に
お
い
て
は
せ
い
ぜ
い
黙
示
的
（
解
釈
上
可
能
）
で
あ
っ
た
勢
力
均
衡
が
、
ま
さ
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
お
い
て
明
確
に
勢
力

均
衡
状
態
が
実
現
さ
れ
る
と
共
に
そ
の
維
持
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。（
但
し
、
こ
の
解
釈
に
も
疑
義
は
存
在
し

て
い
る（

（（
（

。
特
に
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
が
一
○
余
の
二
国
間
条
約
の
集
積
で
あ
り
、
そ
の
中
の
若
干
の
も
の
に
「
勢
力
均
衡
」
へ
の
言
及
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
全
欧
州
規
模
で
の
勢
力
均
衡
原
則
や
勢
力
均
衡
規
範
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が

問
題
と
な
ろ
う（

（（
（

。）

　

そ
れ
で
も
、
政
策
と
し
て
の
勢
力
均
衡
を
論
ず
る
著
作
の
登
場
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
一
五
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ

ア
で
の
出
来
事
を
経
て
、
勢
力
均
衡
に
関
す
る
記
述
を
含
む
著
作
が
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
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は
、
次
の
よ
う
な
著
作
で
あ
る
。

　

先
ず
、
一
五
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
の
勢
力
均
衡
に
関
し
て
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
（N

iccolò di Bernado dei M
achiavelli

）

が
、『
君
主
論
』（
一
五
三
二
年
）
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
戦
争
中
の
ル
イ
一
二
世
の
政
策
や
作
戦
の
中
の
六
つ
の
誤
り
の
中
に
、
弱

小
君
侯
を
滅
亡
さ
せ
た
こ
と
と
、
イ
タ
リ
ア
の
中
の
一
国
（
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
）
の
勢
力
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
を
挙
げ（（（
（

、
ま
た
、
支
配
の

方
法
と
し
て
住
民
間
の
不
和
を
助
長
す
る
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
、「
イ
タ
リ
ア
が
或
る
確
実
な
方
法
に
お
い
て
均
衡
し
て
い
た
」

（Italia era in uno certo m
odo bilanciata

）
時
代
に
は
妥
当
し
た
が
、
既
に
彼
の
時
代
に
は
そ
う
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
旨
を
論

じ
て
い
る（（（
（

。

　

ま
た
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
ほ
ぼ
同
時
代
人
で
あ
る
グ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
（Francesco Guicciardini

）
の
著
作
『
イ
タ
リ
ア

史
』（
一
五
六
一
年
）
の
冒
頭
部
分
に
お
い
て
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（Lorenzo de ’ M

edici

）
が
一
四
九
二
年
四
月
の
彼

の
突
然
の
死
に
至
る
ま
で
発
揮
し
た
巧
み
な
外
交
術
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
の
主
要
勢
力
間
の
均
衡
状
態
が
維
持
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
「
主
要
勢
力
（m

aggiori potentate

）
の
何
れ
か
が
自
己
の
勢
力
（potenza

）
を
拡
張
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
（republica fiorentina

）
と
彼
自
身
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
一
方

よ
り
も
他
方
に
傾
く
こ
と
が
な
い
均
衡
状
態
に
（in m

odo bilanciate

） 

イ
タ
リ
ア
の
状
況
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
全
て
の
努
力
を

払
っ
た
」
の
で
あ
る（（（
（

。
そ
し
て
実
際
に
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
外
交
使
節
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
は
、
彼
が
勢
力
均
衡
を
志

向
す
る
外
交
政
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
著
作
や
資
（
史
）
料
を
見
る
限
り
、
近
代
的
な
勢
力
均
衡
体
制
の
存
在
に
関
す
る
自
覚
的
認
識
や
そ
の
た
め
の
政

策
の
起
源
は
一
五
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
で
の
事
象
に
求
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
次

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
勢
力
均
衡
を
巡
る
多
様
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る（（（
（

。



15

「一八世紀」及び「一九世紀」における国際法観念（一）
　
（
２
）　
「
一
八
世
紀
」
以
前
の
「
勢
力
均
衡
」
を
巡
る
諸
理
論

　

前
述
の
グ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
『
イ
タ
リ
ア
史
』
が
公
刊
さ
れ
て
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
経
る
こ
と
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
ボ

ダ
ン
（Jean Bodin

）
が
『
国
家
論
六
篇
』（
仏
語
初
版
一
五
七
六
年
公
刊
）
を
上
梓
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
ボ
ダ
ン
は
、「
君
主
と
国

家
の
安
全
は
一
方
及
び
他
方
の
勢
力
の
等
し
い
均
衡
（un contrepoids égal

）
の
中
に
存
在
す
る（（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ボ

ダ
ン
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
や
グ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
半
島
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
政
策
一
般
の
問
題
と

し
て
勢
力
均
衡
が
志
向
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
明
示
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

　

ま
た
、
ボ
ダ
ン
の
『
国
家
論
六
篇
』
か
ら
二
世
紀
以
上
の
時
を
隔
て
た
一
八
○
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
ゲ
ン
ツ
（Friedrich von 

Gentz

）
の
論
考
に
お
い
て
も
、「
政
治
的
勢
力
均
衡
と
通
常
称
さ
れ
る
も
の
は
、
並
存
す
る
複
数
の
相
互
に
結
合
さ
れ
た
諸
国
家
の

体
制
（V

erfassung

）
で
あ
り
、
そ
の
も
と
で
は
独
立
や
本
質
的
な
諸
権
利
を
、
何
れ
か
一
方
か
ら
の
実
効
的
な
抵
抗
も
な
く
、
そ

し
て
そ
れ
ゆ
え
自
ら
に
と
っ
て
の
危
険
を
伴
う
こ
と
な
く
、
害
す
る
こ
と
を
何
れ
［
の
国
家
］
に
も
不
可
能
と
す
る（（（
（

」
も
の
と
し
て
、

勢
力
均
衡
が
政
治
的
原
則
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
一
七
五
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
ユ
ス
テ
ィ
（Johann H

einrich Gottlob von Justi

）
の
勢
力
均
衡

に
関
す
る
専
門
研
究
書
『
欧
州
勢
力
均
衡
と
い
う
キ
マ
イ
ラ
（Chim

äre

）』（
（（
（

に
お
い
て
は
、
全
く
異
な
る
見
解
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

同
書
の
主
要
な
論
点
は
、
表
題
に
付
さ
れ
た
長
い
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
欧
州
に
お
け
る
勢
力
均
衡
と
い
う

キ
マ
イ
ラ
、
或
い
は
、
こ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
無
効
性
と
不
法
性
が
明
白
に
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
戦
争
の
原
因
に
関
す
る
、
そ

し
て
国
家
の
勢
力
が
増
す
本
質
的
理
由
に
関
す
る
、
新
し
い
際
立
っ
た
考
察
が
示
さ
れ
る
論
文（（（
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

　

同
書
は
全
五
章
か
ら
成
り
、
そ
の
第
一
章
で
は
、
古
代
か
ら
ユ
ス
テ
ィ
の
時
代
に
至
る
勢
力
均
衡
と
さ
れ
た
事
例
が
示
さ
れ
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
勢
力
均
衡
が
あ
た
か
も
実
在
す
る
か
の
ご
と
く
人
々
が
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
章
で
は
、
国
家
の
力
は
多

数
の
諸
国
を
所
有
す
る
に
は
適
切
で
は
な
く
、
自
己
の
統
治
の
完
成
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
欧
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州
諸
国
家
間
に
お
い
て
勢
力
均
衡
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
正
義
及
び
政
治
の
規
則
と
両
立
し
得
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
第
四
章
で

は
、
勢
力
均
衡
体
制
の
擁
護
の
た
め
に
通
常
提
示
さ
れ
る
論
拠
に
対
し
て
の
反
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
最
終
章
で
あ
る
第
五
章
で

は
、
世
界
の
中
で
勢
力
均
衡
は
こ
れ
ま
で
決
し
て
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
欧
州
の
諸
国
家
が
そ
の
規
則
に
従
っ
て
行
動
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。（
そ
の
際
に
、
ユ
ス
テ
ィ
は
、
勢
力
均
衡
維
持
の
事
例
と
し
て
頻
繁
に
引
か
れ
る
ル
イ
一
四

世
に
対
す
る
同
盟
や
カ
ー
ル
五
世
に
対
す
る
同
盟
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
防
衛
の
た
め
も
の
で
あ
り
、
格
別
に
勢
力
均
衡
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。）

　

こ
れ
ら
各
章
の
論
述
を
総
括
し
て
、
ユ
ス
テ
ィ
は
、「
私
［
即
ち
、
ユ
ス
テ
ィ
］
は
、
所
謂
欧
州
の
勢
力
均
衡
を
巡
る
若
干
の
見
解

を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
拒
絶
し
、
ま
た
、
増
大
し
つ
つ
あ
る
危
険
な
帝
国
の
勢
力
に
対
す
る
他
の
措
置
を
提
示
し
た（（（
（

」
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
彼
は
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
、
そ
の
法
規
範
性
や
政
治
的
原
則
と
し
て
の
性
格
を
一
切
否
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
政

策
と
し
て
の
妥
当
性
も
承
認
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

ユ
ス
テ
ィ
と
同
様
の
傾
向
を
有
す
る
の
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（Charles-Louis de Secondat, Baron de La Brède et de 

M
ontesquieu

）
の
見
解
で
あ
る
。
彼
は
『
法
の
精
神
』（
一
七
四
八
年
）
に
お
い
て
、
極
め
て
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
勢
力
均
衡
に

触
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
軍
隊
の
増
強
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
章
に
お
け
る
記
述
で
あ
る
。
同
章
で
は
、
冒
頭
に
「
新
し
い
病
気

が
欧
州
に
蔓
延
し
て
き
た
」
と
い
う
言
葉
が
置
か
れ
、
続
い
て
、「
そ
れ
は
我
々
の
君
主
た
ち
を
捉
え
、
彼
ら
に
途
方
も
な
く
多
数

の
軍
隊
を
保
持
さ
せ
た
」
と
さ
れ
、
更
に
、「
こ
の
万
人
の
万
人
に
対
す
る
緊
張
状
態
（cet estat d ’effort de touts contre touts

）

を
人
は
平
和
と
呼
ぶ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
こ
の
「
緊
張
状
態
」
の
箇
所
に
註
を
付
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。「
こ
の
緊
張
状
態
が
主
と
し
て
均
衡
（l ’équilibre

）
を
維
持
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
諸
列
強
を

疲
労
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る（（（
（

。」
つ
ま
り
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
勢
力
均
衡
の
名
の
も
と
に
欧
州
の
諸
君
主
が
過
度
な
軍
隊
を
維
持

す
る
た
め
に
疲
弊
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
提
示
し
、
そ
の
政
策
的
妥
当
性
を
（「
新
し
い
病
気
」
と
い
う
評
価
に
よ
り
）
否
定
し
て
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い
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
（François de Salignac de la M

othe- Fénelon

）
が
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
転
換
点
に
お
い
て
示
し

た
見
解
は
、
勢
力
均
衡
に
対
す
る
別
の
評
価
を
も
た
ら
す
。
彼
は
、
戦
争
や
継
承
に
よ
っ
て
一
人
の
国
王
が
強
大
と
な
る
こ
と
に
反

対
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
　
「
何
れ
の
継
承
又
は
贈
与
に
関
す
る
個
別
の
権
利
も
、
か
く
も
多
く
の
諸
国
家
の
安
全
に
つ
い
て
の
自
然
法
（la loi naturelle

）
を
優
先

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
均
衡
（équilibre

）
を
破
壊
し
普
遍
的
専
制
（la m

onarchie universelle

）
の
た
め
の
決
定
的

な
衝
撃
を
与
え
る
如
何
な
る
事
柄
も
、
た
と
え
そ
れ
が
個
別
の
国
家
の
成
文
法
に
根
拠
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
正
当
で
は
あ
り
得

な
い
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
の
人
民
（un peuple

）
の
も
と
で
の
成
文
法
は
、
世
界
の
他
の
全
て
の
人
民
の
心
に
刻
み
込
ま
れ
た
共
通
の

安
全
と
自
由
に
関
す
る
自
然
法
に
優
位
し
得
な
い
こ
と
に
あ
る（

（（
（

。」

　

こ
の
よ
う
に
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
勢
力
均
衡
を
諸
国
民
の
「
共
通
の
安
全
と
自
由
に
関
す
る
自
然
法
」
と
結
び
付
け
て
、
王
朝
間
の

継
承
法
に
優
位
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
勢
力
均
衡
を
破
壊
す
る
行
為
は
自
然
法
に
反
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
勢
力
均
衡
の
維
持
は
自
然
法
上
の
義
務
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
外
交
官
で
あ
っ
た
ペ
ケ
（A

ntoine Pecquet

）
が
一
七
五
七
年
の
著
作
に
お
い
て
示
し
た
勢
力
均
衡
に
関
す
る
見
解

は
、
や
や
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
先
ず
、「
こ
の
普
遍
的
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
、
或
い
は
そ
れ
が
害
さ
れ
る
こ
と

を
妨
げ
得
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
て
再
構
築
す
る
た
め
に
、
私
が
力
を
注
ぐ
と
き
に
は
何
時
も
、
勢
力
均

衡
に
必
要
と
さ
れ
る
全
て
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
勢
力
均
衡
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る（（（
（

。
そ
し
て
、
婚
姻
に
よ
る
勢

力
拡
大
が
欧
州
の
勢
力
均
衡
を
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、「
放
棄
と
い
う
便
法
」（lʼexpédient des renonciations

）
を
政
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治
家
た
ち
が
創
出
し
た
と
し
、
そ
れ
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
ペ
ケ
は
論
ず
る
。

　
「
人
は
そ
れ
ら
［
即
ち
、
放
棄
］
を
正
当
（légitim

es

）
で
あ
る
と
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
は
便
利
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
所
謂
欧
州
の
勢
力
均
衡
の
維
持
を
助
け
得
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
［
欧
州
の
勢
力
均
衡
の
］
基
礎
を
覆
し
得
る
勢
力

の
増
強
を
妨
げ
る
恐
ら
く
唯
一
の
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。」

　

こ
の
よ
う
に
、
ペ
ケ
は
政
策
と
し
て
の
勢
力
均
衡
の
必
要
性
を
承
認
し
、
ま
た
、
彼
自
身
が
外
交
官
と
し
て
勢
力
均
衡
の
維
持
に

努
力
し
て
き
た
旨
を
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
議
論
は
こ
こ
か
ら
一
転
す
る
。

　
　
「
し
か
し
、
勢
力
均
衡
の
利
益
は
何
ら
の
例
外
も
承
認
し
（autoriser

）
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
て
の
諸
国
民
（N

ations

）
は
、
い

わ
ば
彼
ら
の
法
（Loi

）
で
あ
り
、
彼
ら
の
規
範
（Code

）
で
あ
り
、
彼
ら
の
善
で
あ
り
、
そ
し
て
彼
ら
の
作
品
で
あ
る
国
際
法
（le droit 

des gens

）
の
或
る
部
分
を
放
棄
す
る
十
分
な
能
力
を
全
体
と
し
て
有
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
諸
国
民
の
一
般
的
同
意
に
よ
る
偉
大
な
尊

敬
を
人
は
享
受
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。［
諸
国
民
の
］
各
々
は
自
身
に
と
っ
て
、
全
般
的
平
穏
（la tranquillité générale

）

を
確
保
す
る
こ
と
に
役
立
ち
得
る
事
柄
を
維
持
す
る
こ
と
に
平
等
な
利
益
を
有
す
る
。
そ
し
て
法
律
家
で
は
な
く
単
に
政
治
家
で
あ
る
こ
と

の
方
が
よ
り
有
益
で
あ
る
と
い
う
願
望
に
つ
い
て
の
全
て
の
見
解
が
一
致
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
真
実
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
者
［
即
ち
、
法
律
家
］
は
困
難
の
み
を
発
見
し
、
棘
［
即
ち
、
悩
み
の
種
（épines

）］
の
み
を
撒
き
散
ら
す
。
後
者
［
即
ち
、
政
治
家
］

は
、
社
会
全
体
が
満
足
を
感
じ
る
や
否
や
、
害
悪
の
如
何
な
る
脅
威
か
ら
も
防
護
さ
れ
た
、
諸
国
民
の
全
て
に
と
っ
て
の
尊
敬
す
べ
き
規
範

と
な
る
べ
き
便
法
を
創
出
す
る
。
全
て
の
諸
国
民
の
間
で
の
同
意
を
確
保
し
得
る
こ
と
に
満
足
す
る
こ
と
は
、
神
意
（le vues de la 

Providence

）
を
確
か
に
充
足
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
［
即
ち
、
神
意
］
は
相
互
破
壊
の
目
的
の
た
め
に
そ
れ
ら
［
の
諸
国
民
］
を
形
成

し
た
の
で
は
な
い（

（（
（

。」
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こ
の
見
解
か
ら
は
、
次
の
二
点
が
確
認
さ
れ
得
る
。
一
つ
は
、
ペ
ケ
が
勢
力
均
衡
政
策
を
必
ず
し
も
最
良
の
政
策
で
あ
る
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、「
諸
国
民
の
一
般
的
同
意
に
よ
る
偉
大
な
尊
敬
」
を
享
受
す
る
よ
う
な
国
家
の
出
現
を
許
容
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

他
は
、
勢
力
均
衡
の
維
持
が
当
時
の
国
際
法
規
範
で
あ
る
と
の
認
識
を
ペ
ケ
が
有
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
勿
論
、
彼
は
、「
国
際
法
の
或
る
部
分
を
放
棄
す
る
十
分
な
能
力
」
を
諸
国
民
が
有
す
る
と
し
て
お
り
、
第
一
点
と
の
関
連
に
お
い
て
、
勢
力

均
衡
維
持
が
規
範
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
変
更
の
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。）

　

次
に
、「
一
八
世
紀
」
に
属
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
（D

avid H
um

e

）
は
、『
政
治
的
言
説
』（
初
版
一
七
五
二
年
）
の
中
に
「
勢
力
均
衡
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
一
章
（「
第
六
の
言
説
」）
を
設
け
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る（（（
（

。
即
ち
、
彼
は
、
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス

（T
hucydides

）
な
ど
を
根
拠
と
し
つ
つ
、
古
代
世
界
に
お
け
る
勢
力
均
衡
の
実
例
を
挙
げ
、
ま
た
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
陶
片
追
放

（O
stracism

）
や
シ
ラ
ク
サ
に
お
け
る
ペ
タ
リ
ズ
ム
（Petalism

）
が
或
る
社
会
で
一
人
の
名
声
や
力
が
他
の
全
て
の
者
を
圧
倒
す
る

な
ら
ば
そ
の
者
を
追
放
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
後
に
、「
同
一
の
原
則
が
対
外
政
策
に
も
自
然
に
（naturally

）

妥
当
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
権
威
の
行
使
が
ど
れ
ほ
ど
控
え
目
な
も
の
で
あ
っ
て
も
主
導
的
国
家
（leading state

）
に
対
す
る
敵

が
間
も
な
く
発
生
し
た
の
で
あ
る（（（
（

」
と
す
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　

こ
の
章
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
意
図
は
、「
我
々
の
対
仏
戦
争
は
正
義
と
共
に
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
必
要
に
さ
え
基
づ
き
、
開
始

さ
れ
た
が
、
強
情
と
熱
情
に
基
づ
き
常
に
押
し
進
め
ら
れ
過
ぎ
た
の
で
あ
る（（（
（

」
と
い
う
記
述
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

英
国
が
対
仏
政
策
に
熱
心
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
と
も
解
さ
れ
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
図

を
別
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
古
代
の
事
例
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、「
主
導
的
国
家
」
の
出
現
の
害
悪
を
説
き
つ
つ
、
勢
力
均
衡
が
自

然
な
原
理
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る（（（
（

。

　

ヒ
ュ
ー
ム
と
同
様
に
ル
ソ
ー
（Jean-Jacques Rousseau

）
は
、
欧
州
に
お
け
る
勢
力
均
衡
を
自
然
な
存
在
と
し
て
理
解
し
て
い
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る
。
即
ち
、
ル
ソ
ー
は
、
一
方
で
、
政
治
体
（
国
家
）
が
「
人
為
的
団
体
で
あ
っ
て
、
何
ら
の
確
定
的
限
界
も
持
た
」
ず
、「
そ
の

適
切
な
大
き
さ
は
不
確
定
」
で
あ
っ
て
、「
国
家
は
常
に
増
大
し
得
る（（（
（

」
と
し
て
、
勢
力
均
衡
を
否
定
す
る
よ
う
な
国
家
観
を
提
示

す
る
が
、
他
方
で
、
欧
州
に
お
い
て
は
古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史
の
共
有
や
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
的
紐
帯
、
更
に
は
、
自
然
的
・
地

理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
諸
国
が
「
同
一
の
宗
教
・
同
一
の
国
際
法
（un m

êm
e droit des gens

）・
慣
習
・
文
字
・
通
商
、
そ
し
て

そ
れ
ら
全
て
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
或
る
種
の
均
衡
（une sorte dʼéquilibre

）（
こ
れ
は
、
殆
ど
誰
も
そ
の
維
持
に
注
意
を
向
け
な
い

と
し
て
も
、
多
く
の
人
々
が
考
え
る
程
簡
単
に
破
壊
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。）
に
よ
り
そ
れ
ら
諸
国
を
結
合
す
る
一
種
の
シ
ス
テ
ム
を

構
成
し
て
い
る（（（
（

」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
ル
ソ
ー
は
、
こ
の
「
欧
州
の
シ
ス
テ
ム
は
、
永
続
的
騒
擾
の
中
に
あ
っ
て
も
全
く
破

壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
を
維
持
し
得
る
程
に
結
合
し
た
段
階
に
あ
る（（（
（

」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
欧
州
地
域
の
諸
国
は
、
他
の
地
域

と
異
な
る
特
殊
な
関
係
を
相
互
間
で
有
し
て
い
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ル
ソ
ー
は
、
欧
州
諸
国
間
の

「
勢
力
均
衡
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
何
者
か
が
作
為
的
に
創
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
人
は
そ
れ
［
即
ち
、
勢
力
均
衡
］
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
見
出
す（（（
（

」
と
す
る
の
で
あ
る
。（
更
に
、
そ
の
存
在
が
意
識
さ
れ
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、「
こ
の
均
衡
は
存
続
し
、
自
己
の

保
存
を
計
る
必
要
は
な
く
、
人
が
そ
れ
に
介
入
す
る
必
要
も
な
い
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。）（

（（
（7
（（
（

　

以
上
で
瞥
見
さ
れ
た
諸
著
作（（（
（

は
、
概
ね
政
治
理
論
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
各
論
者
の
政
治
的
立
場
が
反
映
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。（
例
え
ば
、
ゲ
ン
ツ
が
勢
力
均
衡
を
政
治
的
原
則
と
し
て
高
く
評
価
し
政
策
と
し
て
推
奨

し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
欧
州
支
配
が
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
一
八
○
六
年
の
時
点
で
、
プ
ロ
シ
ャ
と
強
い
結
び
付
き
を

有
し
た
ゲ
ン
ツ
が
、
対
仏
同
盟
の
構
築
を
必
要
と
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
意
図
に
つ
い
て
は
本
論

で
触
れ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
論
者
に
は
各
々
の
政
治
的
意
図
が
存
在
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。）
そ

れ
で
も
、「
一
八
世
紀
」
以
前
の
政
治
理
論
に
お
い
て
、
勢
力
均
衡
に
は
基
本
的
に
次
の
四
つ
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
勢
力
均
衡
が
推
奨
さ
れ
る
べ
き
政
策
と
さ
れ
る
評
価
、
第
二
に
、
勢
力
均
衡
が
否
定
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乃
至
変
更
さ
れ
る
べ
き
政
策
と
さ
れ
る
評
価
、
第
三
に
、
勢
力
均
衡
の
維
持
が
何
ら
か
の
法
規
範
性
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
評
価
、

第
四
に
、
勢
力
均
衡
が
人
為
を
離
れ
た
自
然
な
状
態
（
こ
れ
は
勿
論
、
所
謂
「
自
然
状
態
」
で
は
な
い
。）
で
あ
る
と
さ
れ
る
評
価
で
あ

る
（
（（
（

。＊　

本
稿
中
の
引
用
文
献
名
や
引
用
文
に
は
、
現
在
の
正
字
法
と
は
異
な
る
綴
り
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

引
用
文
の
邦
訳
及
び
邦
訳
中
の
［　

］
内
は
、
特
に
言
及
が
な
い
限
り
、
全
て
筆
者
（
明
石
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

引
用
文
献
中
で
は
、
“jus gentium

”・
“the law

 of nations

”・
“international law

”（
及
び
こ
れ
ら
を
各
言
語
に
置
き
換
え
た
用

語
）
等
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
各
々
は
そ
の
内
実
に
従
っ
て
「
万
民
法
」・「
諸
国
民
の
法
」・「
国
際
法
」
等
に
訳
し
分
け
ら
れ
得
る
。
し

か
し
、
論
旨
の
理
解
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
た
た
め
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
用
語
は
「
国
際
法
」
と
し
て
統
一
し
て
訳
出
さ
れ
、

適
宜
原
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）　

本
稿
に
お
い
て
概
説
書
を
主
た
る
考
察
対
象
と
す
る
こ
と
の
理
由
は
次
の
点
に
あ
る
。
一
方
で
、
或
る
学
問
分
野
（
特
に
社
会
科

学
）
に
お
け
る
専
門
研
究
書
は
当
該
分
野
に
お
け
る
知
的
問
題
関
心
の
あ
り
方
と
そ
の
成
熟
度
を
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、

当
該
分
野
に
お
け
る
概
説
書
は
よ
り
幅
広
い
読
者
層
を
想
定
し
、
そ
れ
が
公
刊
さ
れ
た
時
代
の
中
で
ど
の
よ
う
な
知
識
が
共
有
さ
れ
て
い

た
か
を
示
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
国
際
法
学
の
場
合
に
、
当
該
概
説
書
の
実
際
の
読
者
数
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は

疑
問
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
一
八
・
一
九
世
紀
の
国
際
法
研
究
者
や
外
交
実
務
家
の
多
く
が
、
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
し
た

概
説
書
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
者
が
抱
懐
・
共
有
し
て
い
た
「
国
際
法
」
を
描
き

出
す
こ
と
が
、
当
時
の
国
際
法
概
説
書
の
考
察
を
通
じ
て
、
可
能
と
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
概
説
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
各
々
が
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
国
際
法
「
体
系
」
の
中
の
何
処
に
勢
力
均
衡
観
念
が
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
理
解
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

（
2
）　

勢
力
均
衡
に
つ
い
て
の
政
治
学
的
理
解
の
一
つ
の
典
型
例
を
示
す
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
評
言
が
挙
げ
ら
れ
得
る
。「
勢
力
均

衡
と
い
う
政
治
原
理
は
、
あ
く
ま
で
、
政
治
原
理
で
あ
っ
て
法
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
主
権
国
家
に
お
け
る
政
治
的
な
意
志
が
自
ら
の
利
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益
に
し
た
が
っ
て
準
拠
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
主
権
国
家
が
自
ら
の
利
益
は
そ
れ
に
準
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
損
な
わ

れ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
そ
の
原
理
は
選
択
さ
れ
ず
、
む
ろ
ん
、
そ
の
原
理
に
従
う
こ
と
を
他
国
が
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。」
高
橋
和
則
「
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
と
主
権
国
家
︱
︱
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
擁
護
の
論
理
︱
︱
」

池
庄
司
敬
信
（
編
）『
体
制
擁
護
と
変
革
の
思
想
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
○
○
一
年
）
七
一
頁
。

（
3
）　

例
え
ば
、
或
る
条
約
の
条
文
の
解
釈
・
適
用
、
そ
し
て
国
家
実
行
や
判
例
の
分
析
を
通
じ
て
の
実
定
法
の
提
示
及
び
そ
の
解
釈
・
適

用
と
い
う
方
法
（
そ
の
意
味
に
お
け
る
国
際
法
学
に
お
け
る
（
法
）
実
証
主
義
的
方
法
）
の
貫
徹
を
特
徴
と
す
る
と
思
わ
れ
る
ブ
ラ
ウ
ン

リ
ー
（Ian Brow

nlie

）
の
概
説
書
に
お
い
て
は
、
勢
力
均
衡
の
問
題
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。（See, I. Brow

nlie, Principles 
of Public International Law

, 7th ed. (O
xford/N

ew
 Y

ork, 2008).

）
こ
れ
は
彼
の
方
法
論
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
同
様
の
事
柄
は
コ
ー
イ
マ
ン
ス
（Pieter H

endrik K
ooijm

ans

）
の
概
説
書
（P. H

. K
ooijm

ans, Internationaal 
publiekrecht in vogelvlucht, 9

e druk (D
eventer, 2002).

）
に
も
妥
当
す
る
。

（
4
）　E. B. H

aas, 

“The Balance of Pow
er: Prescription, Concept, or Propaganda

”, W
orld Politics, vol.5 (1953), p.446.

（
5
）　I. L. Claude, Pow

er and International R
elations (N

ew
 Y

ork, 1962), pp.12-39.

ま
た
、
ク
ロ
ー
ド
は
、
国
際
関
係
論
に
お

け
る
勢
力
均
衡
に
関
す
る
現
代
の
理
論
家
の
中
で
次
註
で
挙
げ
ら
れ
る
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
を
「
恐
ら
く
最
も
重
要
な
人
物
」 (Ibid., p.25.) 

で
あ
る
と
す
る
。

（
6
）　H

. J. M
orgenthau, Politics am

ong N
ations: T

he Struggle for Pow
er and Peace, 6th ed. (K

. W
. T

hom
pson (ed.)) 

(N
ew

 Y
ork, 1985), p.187, n.1.

（
7
）　

ナ
ー
デ
ィ
ン
（T
erry N

ardin

）
は
、「
勢
力
均
衡
」
を
状
態
の
記
述
と
共
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
乃
至
は
過
程
）
と
し
て
整
理
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。T

. N
ardin, Law

, M
orality and the R

elations of States (Princeton, 1983), pp.29-31.

ま
た
、
リ
ト
ゥ
ル

（Richard Little

）
は
、
勢
力
均
衡
観
念
の
分
析
に
お
い
て
、
社
会
科
学
へ
の
実
証
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ポ
ス
ト
実
証
主
義
的
ア
プ

ロ
ー
チ
（a postpositivist approach

）
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
実
証
主
義
者
は
、
原
則
と
し
て
、
社

会
科
学
者
が
社
会
的
現
実
を
観
察
す
る
方
法
と
自
然
科
学
者
が
自
然
界
を
観
察
す
る
方
法
の
間
に
何
ら
の
相
異
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
前

提
と
す
る
」
の
に
対
し
て
、「
ポ
ス
ト
実
証
主
義
者
は
、
こ
の
［
両
者
間
に
相
異
が
な
い
］
こ
と
は
原
則
的
に
真
実
で
あ
り
得
る
と
し
て

も
、
社
会
的
現
実
と
自
然
的
現
実
は
基
本
的
に
異
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
社
会
科
学
者
と
自
然
科
学
者
は
そ
れ
ら
二
つ
の
現
実
を
観
察



23

「一八世紀」及び「一九世紀」における国際法観念（一）

す
る
際
に
根
本
的
に
異
な
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
」
の
で
あ
る
。
実
証
主
義
者
は
「
実
質
的
な
現
実
」（a 

m
aterial reality

）
が
存
在
す
る
と
の
前
提
に
立
つ
の
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
実
証
主
義
者
は
、
或
る
も
の
に
つ
い
て
の
現
実
は
そ
の
も
の

の
社
会
に
お
け
る
重
要
性
を
規
定
す
る
観
念
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
理
解
さ
れ
得
る
と
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
実
証
主
義
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
な
ら
ば
勢
力
均
衡
を
巡
る
論
争
が
常
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
結
論
と
な
る
の
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
実
証
主
義
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
場
合
に
は
（
近
代
初
期
以
降
の
理
論
家
及
び
実
務
家
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
際
に
決
定
的
な
役
割

を
演
じ
た
と
い
う
事
実
に
よ
り
）
勢
力
均
衡
が
国
際
関
係
研
究
に
お
け
る
「
中
心
的
観
念
」（a central concept

）
と
な
る
の
で
あ
る
。

R. Little, T
he Balance of Pow

er in International R
elations: M

etaphors, M
yths, and M

odels (Cam
bridge, 2007), pp.50-52.

（
8
）　See, e.g., M

. Beloff, T
he Balance of Pow

er (London, 1968).

（
9
）　A

. F. Pollard, 
“The Balance of Pow

er

”, Journal of the British Institute of International A
ffairs, vol.2 (1923), p.58.

こ
の
論
考
で
は
、「
勢
力
均
衡
」
と
い
う
言
葉
が
歴
史
的
に
ど
れ
ほ
ど
多
様
な
意
味
を
付
与
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
き
た
か
が
指
摘
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
英
語
辞
書
（O

xford E
nglish D

ictionary

）
に
お
い
て
、
“balance

”・
“of

”・
“pow

er

”の
語
に
対
し
て
各
々
二

○
・
六
三
・
一
八
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
組
合
せ
か
ら
数
千
の
意
味
を
導
出
可
能
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）　

ワ
イ
ト
（M

artin W
ight

）
は
、
勢
力
均
衡
の
観
念
が
「
悪
名
高
い
ま
で
に
混
乱
に
満
ち
て
い
る
」
と
し
、
そ
の
原
因
を
三
つ
指

摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
に
、「
均
衡
」（balance

）
と
い
う
比
喩
の
曖
昧
さ
と
柔
軟
性
、
第
二
に
、
規
範
的
な
も
の
と
記
述
的
な
も

の
の
重
複
、
第
三
に
「
裁
判
官
の
よ
う
な
公
平
性
」（judicial detachm

ent

）
を
必
要
と
す
る
均
衡
の
評
価
に
際
し
て
、
主
観
的
要
素

が
必
然
的
に
表
明
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
で
あ
る
。M

. W
ight, 

“The Balance of Pow
er

”; H
. Butterfield/M

. W
ight (eds.), 

D
iplom

atic Investigations: E
ssays in the T

heory of International Politics (London, 1966), pp.149-151.

（
11
）　

以
上
の
、「
勢
力
均
衡
」・「
勢
力
均
衡
原
則
」・「
勢
力
均
衡
規
範
」
の
定
義
は
、
拙
稿
「
欧
州
近
代
国
家
系
形
成
期
の
多
数
国
間
条

約
に
お
け
る
『
勢
力
均
衡
』
概
念
」『
法
学
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
七
一
巻
七
号
（
一
九
九
八
年
）
五
一
頁
に
提
示
さ
れ
た
定
義
と

同
一
で
あ
る
。

（
12
）　

必
ず
し
も
本
稿
に
お
け
る
概
念
規
定
と
同
一
で
は
な
い
が
、
国
家
間
関
係
に
お
け
る
「
体
制
」（system

）
及
び
「
原
則
」

（principle

）
等
の
用
語
の
意
味
内
容
の
理
解
の
た
め
に
、
次
の
文
献
が
有
用
で
あ
る
。A

. O
siander, T

he States System
 of 

E
urope 1640-1990 (O

xford, 1994), pp.1-15.
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（
13
）　
「
勢
力
均
衡
」
だ
け
で
は
法
的
意
義
を
有
し
な
い
こ
と
は
再
度
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
勢
力
均
衡
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
確
定
す
れ
ば
、
そ
の
状
態
が
事
実
と
し
て
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
は
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
状
態
で
あ
る
こ
と

に
な
る
し
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
そ
れ
が
確
立
（
乃
至
回
復
）
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
当
該
社
会
構
成
員
に
対
し
て
法
的
に
命
じ

ら
れ
る
、
或
い
は
そ
の
た
め
の
何
ら
か
の
措
置
を
と
る
権
利
が
付
与
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
妥
当
す
る
場
合
に
、「
勢

力
均
衡
規
範
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
14
）　

こ
の
点
に
お
い
て
、「
勢
力
均
衡
」
は
「
主
権
」
概
念
と
類
似
す
る
性
格
を
有
す
る
。「
主
権
」
は
政
治
的
意
味
で
も
使
用
さ
れ
る
し
、

国
際
法
上
の
観
念
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
法
的
文
書
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
と
き
に
は
、「
主
権
」
は
法
的
意
味
内
容
を
有

す
る
と
の
前
提
で
そ
の
性
質
を
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

但
し
、「
主
権
」
だ
け
で
は
法
規
範
と
は
な
り
得
な
い
。「
主
権
」
は
法
的
観
念
で
あ
り
得
て
も
、
そ
れ
の
み
で
は
或
る
社
会
の
構
成

員
に
対
し
て
、
一
定
の
権
利
や
義
務
を
設
定
す
る
と
い
う
法
規
範
の
役
割
を
果
た
し
得
な
い
。
そ
れ
が
法
規
範
性
を
帯
び
る
の
は
、
例

え
ば
「
国
家
は
主
権
を
有
す
る
」
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
一
文
は
主
権
と
い
う
権
利
（
法
観
念
）
の
享
有
主
体
が
確
定
し
、
そ

れ
に
主
権
が
帰
属
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
な
い
場
合
に
は
そ
れ
が
実
現
乃
至
回
復
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
が
事
実
に
合
致
す
る
場
合
に
は
そ
の
状
態
が
法
的
に
保
護
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
国
家
は
主
権

を
有
す
る
」
こ
と
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
権
の
属
性
乃
至
定
義
（
例
え
ば
、「
主
権
は
最
高
・
絶
対
の
権
利
で
あ
る
」）
に
応

じ
て
「
国
家
は
平
等
で
あ
る
」
と
い
う
法
規
範
が
派
生
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
15
）　

国
際
法
概
説
書
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
外
交
原
則
と
し
て
の
勢
力
均
衡
の
始
期
に
つ
い
て
の
記
述
は
通
常
見
出
さ
れ
得
な
い
。

（
16
）　See, e.g., N

. Q
. D

inh/P. D
aillier/A

. Pellet, D
roit international public, 5

e éd. (Paris, 1994), pp.51-52 et 924-925: A
. 

V
erdross/B. Sim

m
a, U

niverselles V
ölkerrecht: T

heorie und Praxis, 3. A
ufl. (Berlin, 1984), S.140-141: 

柳
原
正
治
／
森
川

幸
一
／
兼
原
敦
子
（
編
）『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
国
際
法
講
義
（
第
二
版
）』（
信
山
社
、
二
○
一
三
年
）
九
―
一
二
及
び
三
八
二
―
三
八
三

頁
：
山
本
草
二
『
国
際
法
（
新
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
二
○
―
二
三
及
び
七
○
四
―
七
○
五
頁
。（
山
本
は
、
正
当
戦
争
論
と

関
連
付
け
な
が
ら
「
諸
国
間
の
勢
力
均
衡
政
策
が
、
恒
常
的
な
戦
争
に
対
す
る
阻
止
要
因
と
な
っ
た
」（
同
書
、
七
○
五
頁
）
と
す
る
。）

（
17
）　

但
し
、
杉
原
の
概
説
書
（
第
二
版
）
に
お
い
て
は
、
例
外
的
に
、
一
九
世
紀
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
の
国
際
法
文
献
の
検
討
が
行
わ
れ

て
お
り
、
本
稿
に
お
け
る
問
題
意
識
に
通
ず
る
よ
う
な
記
述
も
登
場
す
る
。
杉
原
高
嶺
『
国
際
法
学
講
義
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
○
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一
三
年
）
六
一
一
―
六
一
二
頁
。

（
18
）　

こ
の
よ
う
な
概
説
書
の
通
常
の
扱
い
の
中
に
あ
っ
て
、
フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
は
、
集
権
的
組
織
が
存
在
し
な
い
状
況
に
お
け
る
共
通
の
法

意
識
の
存
在
基
盤
と
し
て
の
勢
力
均
衡
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。A
. V

erdross, V
ölkerrecht, 5. A

ufl. (W
ien, 1964), S.110.

こ

の
見
解
は
、
本
稿
で
後
に
見
る
（
第
二
章
第
四
節
）
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
（Lassa F. L. O

ppenheim

）
の
見
解
に
類
似
し
て
い
る
。

（
19
）　A

. N
ussbaum

, Concise H
istory of the Law

 of N
ations, revised ed. (N

ew
 Y

ork, 1958), pp.137-138.

（
20
）　K

.-H
. Ziegler, V

ölkerrechtsgeschichte, 2. A
ufl. (M

ünchen, 2007), S.118.

（
21
）　Ebenda, S.143.

（
22
）　A

. T
ruyol y Serra, H

istoire du droit international public (Paris, 1995), p.66.

（
23
）　W

. G. Grew
e, E

pochen der V
ölkerrechtsgeschichte (Baden-Baden, 1984), S.38-40.

グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、「
政
治
的
勢
力
均
衡

の
観
念
も
ま
た
、
そ
の
起
源
を
近
代
の
殆
ど
の
政
治
的
観
念
の
誕
生
の
地
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
に
有
す
る
」
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
で
の
勢
力

均
衡
の
歴
史
に
つ
い
て
論
じ
、
大
国
の
脅
威
に
対
す
る
小
国
の
術
策
と
し
て
機
能
し
た
点
を
強
調
し
て
い
る
。

（
24
）　Ebenda, S.341-343.

（
25
）　D

. Gaurier, H
istoire du droit international (Rennes, 2005), pp.374-381 et 387-389.

本
文
中
の
引
用
は
同
書
三
八
八
頁
か

ら
の
も
の
で
あ
る
。

（
26
）　

更
に
、
次
の
文
献
も
見
よ
。S. V

erosta, 
“History of the Law

 of N
ations

”; E
ncyclopedia of Public International Law

, 
vol.7 (A

m
sterdam

 etc., 1984), pp.160-179.

（
こ
の
ヴ
ェ
ロ
ス
タ
の
論
考
は
、
若
干
の
形
式
的
変
更
が
加
え
ら
れ
た
の
み
で
、
次
の
文

献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。T

he M
ax Planck E

ncyclopedia of Public International Law
, vol.4 (O

xford, 2012), pp.823-843.

）

（
27
）　
「
欧
州
の
勢
力
均
衡
」
と
い
う
言
葉
そ
れ
自
体
は
、
少
な
く
と
も
次
の
箇
所
に
は
登
場
し
て
い
る
。G. J. T

anja, “D
e periode 

1450-1713

”; A
. C. G. M

. Eyffi
nger (red.), Com

pendium
 volkenrechtsgeschiedenis, 2

e druk (D
eventer, 1991), p.108.

（
28
）　C. Focarelli, Lezioni di storia del diritto internazionale (Perugia, 2002).

（
29
）　

過
去
一
○
年
に
限
定
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
文
献
が
挙
げ
ら
れ
得
る
。T

.V
. Paul/J. J. W

irtz/M
. Fortm

ann (eds.), Balance 
of Pow

er: T
heory and Practice in the 21st Century (Stanford, California, 2004): A

. D
. Bernstein, V

on der Balance of 
Pow

er zur H
egem

onie: E
in Beitrag zur europäischen D

iplom
atiegeschichte zw

ischen A
usterlitz und Jena/A

uerstedt 
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1805-1806 (Berlin, 2006): Little, op.cit.: St. J. K

aufm
an/R. Little/W

. C. W
ohlforth (eds.), T

he Balance of Pow
er in 

W
orld H

istory (Basingstoke, 2007).

ま
た
、
細
谷
は
、
国
際
秩
序
の
歴
史
的
考
察
を
試
み
る
著
作
（
細
谷
雄
一
『
国
際
秩
序
』（
中

央
公
論
新
社
、
二
○
一
二
年
））
に
お
い
て
、「
均
衡
の
体
系
」・「
協
調
の
体
系
」・「
共
同
体
の
体
系
」
と
い
う
三
つ
の
秩
序
原
理
を
設
定

し
つ
つ
、「
均
衡
の
体
系
」
を
基
調
と
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

（
30
）　

そ
れ
ら
の
中
で
重
要
な
も
の
と
し
て
、
次
の
文
献
を
挙
げ
て
お
く
。E. Luard, T

he Balance of Pow
er: T

he System
 of 

International R
elations, 1648-1815 (N

ew
 Y

ork, 1992), pp.1-29.

（
31
）　

国
際
法
学
者
の
著
作
に
お
け
る
「
外
交
史
志
向
」
的
性
格
に
関
し
て
、
バ
ト
ラ
ー
（Sir Geoffrey Butler

）
及
び
マ
コ
ビ
ー

（Sim
on M

accoby
）
は
、
本
稿
で
も
後
に
考
察
の
対
象
と
す
る
デ
ュ
ピ
ュ
イ
（C. D

upuis

）
と
ド
ナ
デ
ュ
ー
（L. D

onnadieu

）
に
言

及
し
た
後
に
、
彼
ら
が
外
交
史
や
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
政
治
思
想
の
問
題
領
域
に
踏
み
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
勢
力
均
衡

に
「
国
際
法
の
保
護
物
（aegis

）」
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
法
律
家
が
「
そ
の
よ
う
な
研
究
に
苛
立
ち
（im

patience

）」
を
覚
え
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。G. Butler/S. M

accoby, T
he D

evelopm
ent of International Law

 (London/
N

ew
 Y

ork/T
oronto, 1928), pp.105-106, n.1.

（
32
）　A

. V
agts/D

. F. V
agts, 

“The Balance of Pow
er in International Law

: A
 H

istory of an Idea

”, A
m

erican Journal of 
International Law

, vol.73 (1979), pp.555-580.

（
33
）　

“popular nationalism

”の
表
題
の
下
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
欧
州
の
既
存
の
諸
国
家
を
単
位
と
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
反

映
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
た
め
、「
民
族
主
義
」
で
は
な
く
、「
大
衆
国
家
主
義
」
と
訳
出
し
た
。

（
34
）　V

agts/V
agts, op.cit., p.579.

（
35
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
本
稿
で
扱
わ

れ
得
る
「
一
八
世
紀
」
の
論
考
と
し
て
は
、
ゲ
ン
ツ
の
著
作
（
初
版
一
八
○
六
年
公
刊
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
政
治
学
的
著
作
で

あ
る
。）
実
際
に
は
、
モ
ー
ザ
ー
及
び
マ
ル
テ
ン
ス
（
両
者
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
次
章
第
二
節
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
。）
以
後
一
九
世

紀
中
葉
ま
で
国
際
法
概
説
書
の
新
た
な
出
版
は
多
く
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
考
察
対
象
と
さ
れ
る
論
考
も
、

一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
時
期
に
関
し
て
は
希
薄
で
あ
り
、
同
時
期
の
文
献
の
中
で
最
も
古
い
も
の
が
ホ
ィ
ー
ト
ン
（H

. 
W

heaton

）
の
著
作
（
初
版
一
八
三
六
年
）、
そ
れ
に
続
く
も
の
が
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
（H

. B. O
ppenheim

）
の
著
作
（
初
版
一
八
四
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五
年
）
で
あ
る
。

　

一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
八
四
○
年
代
前
半
ま
で
の
時
期
で
、
新
刊
と
し
て
出
さ
れ
た
国
際
法
概
説
書
に
関
し

て
は
、
ワ
ー
ド
の
著
作
（R. W

ard, A
n E

nquiry into the Foundation and H
istory of the Law

 of N
ations in E

urope, from
 

the T
im

e of the G
reeks and R

om
ans to the A

ge of G
rotius, 2 vols. (D

ublin, 1795) (Reprint, T
he Law

book Exchange, 
Ltd. (Clark, N

ew
 Jersey, 2005))

）
が
目
に
付
く
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
際
法
の
文
献
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
の
理
由
は
、
次
章

第
二
節
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
及
び
（
ド
イ
ツ
の
）
マ
ル
テ
ン
ス
の
概
説
書
が
次
に
挙
げ
ら
れ
る
事
実
に
よ
り
裏
付
け

ら
れ
る
よ
う
な
多
大
な
る
成
功
を
収
め
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
国
際
法
古
典
叢
書
』（T

he Classics of International Law

）
の
編
者
ス
コ
ッ
ト
（Jam

es. B. Scott

）
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
『
国
際
法
』
の
各
版
に
関
す
る
一
覧
表
で
は
、
仏
語
版
が
一
七
五
八
年
（
ロ
ン
ド
ン
）
版
か
ら
一
八
六
三
年

（
パ
リ
）
版
ま
で
二
○
版
、
英
語
版
が
一
七
五
九
年
（
ロ
ン
ド
ン
）
版
か
ら
一
八
五
四
年
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
版
ま
で
二
二
版
、
西

語
版
が
一
八
二
○
年
（
マ
ド
リ
ー
ド
）
版
か
ら
一
八
三
六
年
（
パ
リ
）
版
ま
で
六
版
、
独
語
版
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
七
六
○
年
）
及
び
伊
語
版
（
ミ
ラ
ノ
、
一
八
○
五
年
）
が
各
一
版
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
。E. de. V

attel, Le 
droit des gens; ou, principes de la loi naturelle appliqués à la conduite et aux affaires des nations et des souverains 
(1758) (Reprint in T

he Classics of International Law
 (W

ashington, D
.C., 1916)), pp.lvi-lix.

　

ま
た
、
マ
ル
テ
ン
ス
の
『
国
際
法
要
論
』
の
仏
語
版
（G.-F. de M

artens, Précis du droit des gens m
oderne de lʼE

urope 
fondé sur les traités et lʼusage

） 

に
関
し
て
筆
者
（
明
石
）
が
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、
そ
の
初
版
が
一
七
八
九
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
を
発
行
地
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
後
に
、
第
二
版
が
一
八
○
一
年
に
、
改
訂
増
補
第
三
版
が
一
八
二
一
年
に
各
々
上
梓
さ
れ
、
マ
ル

テ
ン
ス
の
没
後
に
は
、
ピ
ネ
イ
ロ
＝
フ
ェ
ッ
レ
イ
ラ
（S. Pineiro-Ferreira

）
に
よ
る
註
が
付
さ
れ
た
新
版
が
一
八
三
一
年
に
、
更
に

ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
（M

. Ch. V
ergé

）
に
よ
る
新
版
の
改
訂
版
が
一
八
五
八
年
に
、
そ
し
て
新
版
の
改
訂
第
二
版
が
一
八
六
四
年
に
公
刊
さ

れ
て
い
る
。

（
36
）　

国
際
法
学
に
と
っ
て
、
一
八
世
紀
に
関
連
著
作
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
記
述
の
時
代
が
終
焉
し
、
各
地
の
俗
語
表
記
へ
と
変
化
し
た
こ

と
も
、（
国
民
国
家
形
成
と
共
に
）
そ
の
後
の
「
国
家
主
義
的
」
傾
向
形
成
の
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
37
）　

筆
者
（
明
石
）
も
か
つ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
者
バ
イ
ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
に
関
し
て
同
様
の
傾
向
を
示
唆
し
た
こ
と
が
あ
る
。See, 
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K

. A
kashi, Cornelius van Bynkershoek: H

is R
ole in the H

istory of International Law
 (T

he H
ague/London/Boston, 

1998).

同
様
の
傾
向
は
次
の
文
献
に
お
い
て
極
め
て
強
く
示
さ
れ
て
い
る
。T

. T
oyoda, T

heory and Politics of the Law
 of 

N
ations: Political Bias in International Law

 D
iscourse of Seven G

erm
an Court Councilors in the Seventeenth and 

E
ighteenth Centuries (Leiden/Boston, 2011).

（
38
）　

例
え
ば
、
イ
ェ
ン
チ
ュ
（Gerhart Jentsch

）
は
、
紀
元
前
三
千
年
期
の
テ
ィ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
両
河
川
の
流
域
付
近
に

存
在
し
た
都
市
国
家
間
で
数
百
年
に
わ
た
り
勢
力
均
衡
政
策
が
採
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
勢
力
均
衡
の
歴
史
の
記
述
を
開
始
し
、
そ
の
二

〇
世
紀
に
お
け
る
「
衰
退
と
終
末
」
ま
で
論
じ
て
い
る
。（G. Jentsch, D

as E
nde des europäischen G

leichgew
ichts (Berlin, 

1940)

但
し
、
こ
の
著
作
は
、
勢
力
均
衡
の
「
衰
退
と
終
末
」
を
「
ド
イ
ツ
が
優
勢
と
な
る
」
こ
と
と
「
勢
力
均
衡
に
替
え
て
枢
軸
」
と

い
う
図
式
で
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
政
策
に
合
致
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。）

ま
た
、
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
は
、
勢
力
均
衡
観
念
が
歴
史
的
及
び
地
域
的
に
広
範
に
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

K
aufm

an/Little/W
ohlforth (eds.), op.cit.

（
39
）　

本
稿
で
扱
う
時
代
以
前
の
勢
力
均
衡
思
想
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。A

. V
agts, 

“The Balance of Pow
er: Grow

th of 
an Idea

”, W
orld Politics: A

 Q
uarterly Journal of International R

elations, vol.1 (1948), pp.82-101.

（
40
）　E

.g., R. Fubini, “A
ux origines de la balance des pouvoirs: Le systèm

e politique en Italie au X
V

e siècle

”; L. Bély 
(dir.), LʼE

urope des traités de W
estphalie: E

sprit de la diplom
atie et diplom

atie de lʼesprit (Paris, 2000), pp.111-121.

ま
た
、
勢
力
均
衡
を
巡
る
政
治
理
論
を
収
集
し
た
次
の
資
料
集
も
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
資
（
史
）
料
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

M
. W

right (ed.), T
heory and Practice of the Balance of Pow

er 1486-1914: Selected E
uropean W

ritings (London/
T

otow
a (N

.J.), 1975).

（
41
）　

一
五
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
の
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
次
の
文
献
は
、
欧
州
勢
力
均
衡
体
制
形
成
に
対
す

る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
貢
献
を
極
め
て
強
調
し
て
い
る
。G. Livet, Lʼéquilibre européen de la fin du X

V
e à la fin du 

X
V

III e siècle (Paris, 1976), pp.89-92.

ま
た
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
か
ら
欧
州
勢
力
均
衡
体
制
が
始
ま
る
と
す
る
理
解
は
一
九
世

紀
以
降
の
多
く
の
国
際
法
概
説
書
に
登
場
す
る
。
そ
の
若
干
の
例
と
し
て
、
フ
ィ
リ
モ
ア
（
後
註（
229
））・
ロ
リ
マ
ー
（
後
註（
208
））・

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
（L. F. L. O

ppenheim

） （
後
註（
254
））
の
概
説
書
が
挙
げ
ら
れ
得
る
。
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（
42
）　

例
え
ば
、
ド
イ
ル
（W

illiam
 D

oyle

）
は
、「
勢
力
均
衡
」
原
則
の
明
白
な
適
用
例
と
し
て
、
一
六
八
○
年
代
末
か
ら
九
○
年
代
初

め
に
か
け
て
ヴ
ィ
レ
ム
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
）
三
世
の
主
導
で
作
ら
れ
た
ル
イ
一
四
世
に
対
抗
す
る
た
め
の
同
盟
を
挙
げ
、
ま
た
七
年
戦
争
の

際
の
仏
・
墺
・
露
に
よ
る
対
プ
ロ
シ
ャ
同
盟
が
勢
力
均
衡
を
害
す
る
程
強
大
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。W

. D
oyle, T

he 
O

ld E
uropean O

rder 1660-1800, 2nd ed. (N
ew

 Y
ork, 1992), p.266.

ま
た
、
ブ
ル
（H

edley Bull

）
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

る
。「
何
れ
の
他
国
家
の
卓
越
性
を
も
意
識
的
に
牽
制
す
る
と
の
企
図
と
い
う
意
味
で
の
勢
力
均
衡
の
現
実
の
制
度
（the actual 

institution
）
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
に
対
す
る
同
盟
に
お
い
て
発
展
し
始
め
、
そ
の
維
持
が
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約

の
黙
示
的
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
条
約
は
普
遍
的
専
制
に
つ
い
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
主
張
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
勢
力
均
衡
が
国
際
理
論
に
お
い
て
国
際
社
会
の
一
つ
の
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
後
（
ル
イ
一
四
世
に

対
す
る
闘
争
の
時
期
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。」H

. Bull, T
he A

narchical Society: A
 Study of O

rder in W
orld Politics 

(London/Basingstoke, 1977) (hereafter referred to as 

“The A
narchical Society

”), p.32.

（
43
）　See, A

. P. Sereni, T
he Italian Conception of International Law

 (N
ew

 Y
ork, 1943), pp.7-9. 

（
44
）　

そ
の
好
例
が
次
の
文
献
で
あ
る
。D

. V
agts, 

“Balance of Pow
er

”; T
he M

ax Planck E
ncyclopedia of Public Internatio

nal Law
, vol.1 (O

xford, 2012), pp.786-790.

（
45
）　

前
掲
拙
稿
、
四
九
―
八
○
頁
：
拙
著
、『
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
︱
︱
そ
の
実
像
と
神
話
︱
︱
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○

○
九
年
）
四
二
六
―
四
二
八
頁
。

（
46
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。E. W

. N
elson, 

“The O
rigins of M

odern Balance-of-Pow
er Politics

”, M
edievalia 

et H
um

anistica, vol.1 (1943), pp.124-142.

こ
の
文
献
で
は
、「
中
央
集
権
化
さ
れ
た
領
域
国
家
間
の
競
争
の
存
在
と
そ
の
永
続
、『
国

家
系
』（states-system

）
及
び
勢
力
均
衡
関
係
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
」、
特
に
、
一
四
五
○
年
頃
か
ら
一
四
九
四
年
（
ヴ
ェ
ネ
チ
ア

連
合
（T

he League of V
enice

）
結
成
の
前
年
）
ま
で
の
「
イ
タ
リ
ア
の
国
家
間
関
係
は
、
四
世
紀
に
わ
た
り
欧
州
の
国
家
間
関
係
を

支
配
す
る
諸
々
の
特
徴
を
、
縮
図
（m

icrocosm

）
の
中
で
表
示
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。Ibid., p.125.

（
47
）　

勿
論
、
イ
タ
リ
ア
で
の
出
来
事
と
そ
の
後
の
全
欧
州
規
模
で
の
勢
力
均
衡
の
展
開
と
を
完
全
に
別
個
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
も
妥

当
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ヒ
ル
（D

avid J. H
ill

）
は
、
欧
州
の
国
際
的
シ
ス
テ
ム
の
形
成
期
に
参
考
と
さ
れ
た
も
の
が
イ
タ
リ
ア
の
経

験
の
中
で
培
わ
れ
た
政
治
的
手
腕
（statesm

anship

）
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。D

. J. H
ill, A

 H
istory of D

iplom
acy in 
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the International D

evelopm
ent of E

urope, 3 vols. (N
ew

 Y
ork, 1905-1914), vol. I, pp.361-362.

（
48
）　

欧
州
に
お
け
る
講
和
条
約
の
歴
史
を
一
八
世
紀
末
に
纏
め
た
コ
ッ
ホ
（Christophe-Guillaum

e K
och

）
は
、
一
五
世
紀
以
降

「
勢
力
均
衡
が
こ
れ
ま
で
最
も
頻
繁
に
且
つ
最
も
普
遍
的
に
活
用
さ
れ
て
き
た
」
こ
と
を
認
め
る
が
、
結
局
、「
近
代
政
治
の
淵
源
」（la 

source de la politique m
oderne

）
で
あ
る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
か
ら
条
約
の
歴
史
の
記
述
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
旨
を
述
べ

て
い
る
。Ch.-G. K

och, A
brégé de lʼhistoire des traités de paix, entre les puissances de lʼE

urope, depuis la paix de 
W

estphalie, 4 tom
es, tom

e I (Basle, 1796), Introduction, pp.2-4.

（
49
）　C. Parry (ed.), Consolidated T

reaty Series (D
obbs Ferry, N

ew
 Y

ork, 1969-), vol.X
X

V
II, p.482. （

以
下
、
註
に
お
い
て

こ
の
条
約
集
か
ら
の
引
用
・
参
照
箇
所
は
、
巻
、
頁
数
を
、
“CT

S, X
X

V
II, 482

”の
よ
う
に
表
示
す
る
。）

（
50
）　CT

S, X
X

V
III, 299-300.

（
51
）　

ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
含
ま
れ
る
他
の
個
別
条
約
中
に
も
同
様
の
主
旨
を
有
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
サ
ヴ
ォ
ワ
・

西
間
平
和
条
約
第
三
条
（
一
七
一
三
年
七
月
一
三
日
。CT

S, X
X

V
III, 274-277.

）
は
、「
欧
州
の
勢
力
均
衡
」
の
た
め
に
両
王
冠
の
分

離
を
確
保
す
る
旨
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
仏
・
蘭
間
平
和
友
好
条
約
（
同
年
四
月
一
一
日
）
第
三
一
条
（CT

S, X
X

V
III, 56-57.

）
は
両

王
冠
の
分
離
を
規
定
す
る
が
、「
勢
力
均
衡
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（
52
）　

ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
お
け
る
「
勢
力
均
衡
」
条
項
に
つ
い
て
、
ヌ
ス
バ
オ
ム
は
「
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
お
け
る
そ
の
文
言
［
即
ち
、

勢
力
均
衡
の
維
持
］
の
使
用
は
、
単
に
公
式
な
推
奨
的
評
言
（a com

m
endatory offi

cial com
m

ent

）
と
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

恐
ら
く
は
こ
の
特
別
な
条
約
に
適
用
可
能
な
解
釈
の
規
則
で
し
か
な
い
」（N

ussbaum
, op.cit., p.137.

）
と
す
る
。

（
53
）　

ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
を
も
っ
て
勢
力
均
衡
原
則
（
又
は
勢
力
均
衡
規
範
）
の
確
立
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
疑
問
に
つ
い
て
は
次
の
文
献

で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。H

. D
uchhardt, 

“The M
issing Balance

”, Journal of the H
istory of International Law

, vol.2 
(2000), pp.67-72. 

（
54
）　N

. M
achiavelli, Il Principe (1513); O

pere Politiche, vol.I (a cura di M
. M

artelli) (Rom
a, 2006), cap.iii, pp.89-97.

（
55
）　Ibid., cap.xx, pp.272-273.

（
56
）　Fr. Guicciardini, (a cura di E. L. Scarano) Istoria dʼItalia; O

pere di Francesco G
uicciardini vol.II (T

orino, 1981), 
pp.87-91.

（
本
文
引
用
部
分
は
八
九
頁
。）（
英
訳
版
：Fr. Guicciardini (S. A

lexander (trans. and ed.)), T
he H

istory of Italy 
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(Princeton, N
.J., 1969)

）

（
57
）　

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
外
交
使
節
宛
の
二
通
の
書
簡
（
一
四
八
六
年
七
月
二
六
日
付
及
び
一
四
八
九
年
一

○
月
一
七
日
付
）
の
英
訳
が
次
の
文
献
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。W

right, op.cit., pp.1-7.

（
58
）　

ド
ゥ
ヒ
ハ
ル
ト
は
「
勢
力
均
衡
思
想
の
理
論
的
根
拠
付
け
の
最
高
潮
を
一
七
○
○
年
頃
」
と
す
る
。H

. D
uchhardt, 

“West
fälischer Friede und internationales System

 im
 A

ncien Régim
e

”, H
istorische Zeitschrift, 249 (1989), S.540.

（
59
）　J. Bodin, Les six livres de la R

épublique (1583) (Scientia V
erlag, A

alen, (1961)), liv.V
, chap.vi, p.797.

ボ
ダ
ン
の
勢
力

均
衡
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。H

. Legohérel, 

“Jean Bodin et lʼEurope de son tem
ps

”, 
Journal of the H

istory of International Law
, vol.1 (1999), p.44.

（
60
）　

尚
、
ボ
ダ
ン
の
著
作
は
、「
国
際
法
」
関
連
文
献
と
し
て
扱
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（「
ジ
ャ
ン
・
ボ

ダ
ン
の
国
家
及
び
主
権
理
論
と
『
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
』
観
念
︱
︱
国
際
法
学
に
お
け
る
『
主
権
国
家
』
観
念
成
立
史
研
究
序

説
︱
︱
（
一
）・（
二
・
完
）」『
法
学
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
八
五
巻
一
一
号
一
―
三
○
頁
・
一
二
号
一
―
四
三
頁
）
の
各
所
に
示

さ
れ
た
ボ
ダ
ン
の
著
作
と
「
国
際
法
」
の
関
連
性
を
見
よ
。

（
61
）　F. von Gentz, Fragm

ente aus der neusten G
eschichte des politischen G

leichgew
ichts (St. Petersberg, 1806), p.1.

尚
、

同
書
の
独
語
初
版
・
第
二
版
及
び
英
語
版
は
何
れ
も
一
八
○
六
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。Fragm

ente aus der neuesten G
eschichte 

des politischen G
leichgew

ichts in E
uropa, 2. A

ufl. (St. Petersburg, 1806): Fragm
ents upon the Balance of Pow

er in 
E

urope (London, 1806).

（
62
）　J. H

. G. von Justi, D
ie Chim

äre des G
leichgew

ichts von E
uropa (1758).

本
稿
執
筆
に
際
し
て
筆
者
が
参
照
し
得
た
の
は
、

一
七
六
七
年
の
蘭
語
版
（D

e chim
ere of hersenschim

 van het evenw
igt in E

uropa (ʼs Gravenhage, 1767)

）（
翻
訳
者
名
は

明
示
さ
れ
て
い
な
い
。）
で
あ
る
。 

（
63
）　

“De chim
ere of hersenschim

 van het evenw
igt in Europa, of verhandeling, w

aarin de nietigheid en ongerechtigheid 
van dit Systém

a der Staat-kunde duidelyk ontvouw
d w

ordt, en daarbeneven allenthalve nieuw
e en treffende 

aanm
erkingen over de oorzaken der O

orlogen, en over den w
ezendlyken grond, w

aarop de m
agt van eenen Staat 

aankom
t, bygebragt w

orden.

”
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（
64
）　Justi, op.cit., p.iii.

（
65
）　M

ontesquieu, D
e lʼesprit des loix (1748); Société M

ontesquieu, Œ
uvres Com

plètes de M
ontesquieu, tom

e III (O
xford/

N
apoli, 2008), p.347.

尚
、
こ
の
引
用
部
分
の
訳
出
に
際
し
て
は
、
次
の
邦
訳
書
を
参
照
し
、
そ
れ
に
概
ね
従
っ
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

（
野
田
良
之
他
訳
）『
法
の
精
神
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
二
九
六
―
二
九
七
頁
。

（
66
）　Fr. Fénelon, 

“Supplém
ent à LʼExam

en de conscience sur les devoirs de la royauté

” (1700); Fénelon Œ
uvres 

Com
plètes (Réim

pression de lʼédition de Paris (1851-1852)), tom
e V

II (Genève, 1971), pp.98-99.

（
67
）　A

. Pecquet, LʼE
sprit des M

axim
es politiques pour servir de suite à LʼE

sprit des loix, du Prèsident de M
ontesquieu 

(Paris, 1757), lib.I, chap.xii, p.108.

（
68
）　Ibid., p.114.

（
69
）　Ibid., p.115.

（
70
）　
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
勢
力
均
衡
に
関
す
る
［
こ
の
］
評
論
は
、
疑
い
な
く
こ
の
主
題
を
巡
る
最
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
」
と
の
評
価
が
あ

る
。W

right, op.cit., p.59.

（
71
）　D

. H
um

e, Political D
iscourses, 3rd ed. (Edinburgh, 1754), pp.89-99 (D

iscourse V
I 

“Of the Balance of Pow
er

”). 

（
72
）　

バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（H

erbert Butterfield

）
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
勢
力
均
衡
の
淵
源
を
古
代
世
界
に
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
我
々
の
殆
ど
の
基
本
的
な
政
治
的
定
式
（basic political form

ulas

）
以
上
に
、
こ
れ
［
即
ち
、
勢
力
均
衡
観
念
］
は
近
代
世
界
自
体

の
経
験
が
近
代
世
界
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。H

. Butterfield, 

“The Balance of 
Pow

er

”; H
. Butterfield/M

. W
ight (eds.), D

iplom
atic Investigations: E

ssays in the T
heory of International Politics 

(London, 1966), pp.132-133.

（
73
）　Ibid., pp.96-97.

（
74
）　

高
坂
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
ヒ
ュ
ー
ム
が
勢
力
均
衡
原
則
に
よ
っ
て
得
よ
う
と
し
た
も
の
は
、

ま
っ
た
く
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
和
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
勢
力
均
衡
原
則
に
求
め
た
も
の
は
一
者
に
よ
る
他
の
す
べ
て
の
も
の
の
支

配
、
す
な
わ
ち
世
界
帝
国
が
成
立
し
え
な
い
と
い
う
保
証
で
あ
っ
た
。」
高
坂
正
尭
『
古
典
外
交
の
成
熟
と
崩
壊
』（
中
央
公
論
社
、
一
九

七
八
年
）
一
二
頁
。（
同
『
古
典
外
交
の
成
熟
と
崩
壊
Ⅰ
』（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
○
一
二
年
）
一
三
―
一
四
頁
。）
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（
75
）　J.-J. Rousseau, 

“Que lʼétat de guerre naît de lʼétat social

” (c. 1755-6) (J.-J. Rousseau (sous la direction de R. 
T

rousson/F. S. Eigeldinger) Œ
uvres Com

plètes, tom
e V

I (Genève, 2012)), p.85.
（
76
）　J.-J. Rousseau, E

xtrait du projet de paix perpétuelle de m
onsieur lʼA

bbé de St-Pierre (1756); J.-J. Rousseau (sous 
la direction de R. T

rousson/F. S. Eigeldinger) Œ
uvres Com

plètes, tom
e V

I (Genève, 2012), p.26. 

こ
の
著
作
は
、
表
面
上

は
サ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
の
著
作
の
概
説
書
で
あ
る
が
、
ル
ソ
ー
が
独
自
の
文
体
を
加
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
の
理
解
と
解
釈
を
も

つ
け
加
え
て
い
る
た
め
、
全
体
の
調
子
は
サ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
の
原
書
と
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。「
一
言
で
い
う
な
ら
ば
、
サ
ン
＝
ピ

エ
ー
ル
の
計
画
の
純
粋
に
中
核
と
な
る
部
分
を
除
き
、
全
体
を
通
じ
て
、
サ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
の
言
葉
と
い
う
よ
り
も
ル
ソ
ー
自
身
の
も
の

で
あ
る
。」C. E. V

aughan (ed.), T
he Political W

ritings of Jean-Jacques R
ousseau, vol.I (Cam

bridge, 1915), p.360.

尚
、

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
の
『
永
久
平
和
論
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
一
七
一
二
年
、
即
ち
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
の
交
渉
中
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

See, G. L. D
ickinson, 

“Introduction

”; J. J. Rousseau (E. M
. N

uttall (trans.)), A
 Project of Perpetual Peace (London, 

1927), p.viii.

（
77
）　Rousseau, E

xtrait, p.32.

（
78
）　Ibid.

（
79
）　Ibid., p.33.

（
80
）　

ル
ソ
ー
の
勢
力
均
衡
論
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
に
よ
る
『
国
際
法
』
理
論
構
築
の
試
み
と
そ
の
挫
折

（
三
）」『
法
学
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
七
七
巻
一
○
号
（
二
○
○
五
年
）
七
九
―
八
五
頁
を
見
よ
。

（
81
）　

一
六
乃
至
一
八
世
紀
の
勢
力
均
衡
思
想
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
も
見
よ
。E. K

aeber, D
ie Idee des europäischen 

G
leichgew

ichts (Inaugural-D
issertation, Friedrich-W

ilhelm
s-U

niversität zu Berlin, 1906). 

（
82
）　

勿
論
、
こ
れ
ら
の
各
評
価
に
対
し
て
、
批
判
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
実
際
に
批
判
は
存
在
し
て
い
る
。（
例
え
ば
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
勢
力
均
衡
を
自
然
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
（
即
ち
、
自
然
な
状
態
）
と
す
る
思
考
を
批
判
し
、
国
際
秩
序
と
は
「
洗
練
さ
れ

た
思
想
、
注
意
深
い
考
案
、
そ
し
て
精
妙
な
技
巧
」（refined thought, careful contrivance and elaborate artifice

）
の
問
題
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
勢
力
均
衡
を
理
解
し
て
い
る
。Butterfield, op.cit., p.147.

）
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
政
治
思
想
に
お

い
て
、
本
文
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
多
様
な
評
価
が
勢
力
均
衡
に
つ
い
て
存
在
し
て
き
た
こ
と
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
。


